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特集
　４月１日から役場の組織が変わります
 「公共交通需要調査」を実施しました

町内の話題 ズームアップ

　あそぶさございん　七ヶ浜 de お正月

シリーズ
　はまの保健だより
　地域福祉計画［２０１９‐２０２３］取組事例（第８回）

　ふれ愛くらぶ

　暮らしアラカルト

　大木囲貝塚桜紀行２０２０
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主な内容

★電子メールでのお問い合わせはウェブサイトへ！

◆ウェブサイト ◆インスタグラム

英語でダンシング！！
毎月２回、子育て支援センターで開催し
ている「英語でダンシング！」。国際交流
員のティファニーとサンティが子どもた
ちと一緒に英語の歌を歌ったり、ダンス
をして楽しみます。また、日本語のあとに
英訳をつけた絵本の読み聞かせも行って
います。ぜひ、お子さんと一緒に参加して
みてはいかがでしょうか？



特集　４月１日から役場の組織が変わります

お問い合わせは、 総務課まで　☎357 -7436

　震
災
か
ら
９
年
が
経
過
し
、
町
の
復
興
事
業
も
大

き
く
進
み
ま
し
た
。し
か
し
、
各
地
で
大
規
模
災
害
が

発
生
し
て
お
り
、
災
害
対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
社
会
保
障
分
野
で
は
、
育
児
、
介
護
、
障
が

い
、
貧
困
、
さ
ら
に
は
育
児
と
介
護
に
同
時
に
直
面
す

る
家
庭
な
ど
、
複
合
化
、
複
雑
化
し
た
課
題
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
に
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
健
や
か
に
幸
せ
な
日
々
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
４
月
１
日
付
け
で
組
織
機
構
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

１
．子
育
て
支
援
の
総
合
的
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

児
童
福
祉
関
連
の
業
務
を
集
約
し
、
子
ど
も
未
来
課
を
設
置

し
ま
す
。

２
．健
康
寿
命
延
伸
に
係
る
施
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
成
人

保
健
関
連
の
業
務
を
集
約
し
、健
康
福
祉
課
を
設
置
し
ま
す
。

３
．高
齢
化
社
会
へ
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
福
祉
関
連
の
業

務
を
集
約
し
、長
寿
社
会
課
を
設
置
し
ま
す
。

４
．空
き
家
な
ど
の
防
災
・
防
犯
関
連
の
窓
口
を
防
災
対
策
室

に
集
約
し
ま
す
。

５
．
ご
み
や
環
境
美
化
な
ど
生
活
に
直
結
す
る
窓
口
を
集
約

し
、町
民
生
活
課
を
設
置
し
ま
す
。

■現体制と新体制の主な業務図

■現庁舎平面図（本庁舎１階）

現体制 新体制

トイレ

受付

入口

健康福祉課

長寿社会課

町民生活課
子ども未来課

●町民生活課
　戸籍住民係 ☎３５７－７４４５
　国保年金係・環境生活係
　　　　　　  ☎３５７－７４４６
●長寿社会課
　介護保険係（地域包括支援センター）
　　　　　　　 ☎３５７－７４４７
　地域福祉係 ☎３５７－７４４８
●健康福祉課 ☎３５７－７４４９
●子ども未来課　　　　　　　　
　　　　　　 ☎３５７－７４５４

新体制の連絡先

健
幸
な
日
々
を
送
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に

４
月
１
日
か
ら

　
　役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら

　
　役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す
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菖蒲田から汐見台団地を経由しJR仙石線多賀城駅ま
での区間をミヤコーバスが運行

汐 見 台 団 地 線 路 線 図

汐見台中央からJR東北本線国府多賀城駅の区間を七
ヶ浜町と多賀城市が共同で運行

多賀城東部線「ユーアイバス」路線図

七ヶ浜町内からJR仙石線本塩釜駅及びJR仙石線多賀
城駅までの区間を七ヶ浜町で運行

町民バス「ぐるりんこ」路線図
当
町
に
は
現
在
、七
ヶ
浜
町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
こ
」、多
賀
城
東
部
線「
ユ
ー
ア
イ
バ

ス
」
、
汐
見
台
団
地
線
の
３
種
類
（
左
図
参
照
）
の
公
共
交
通
が
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

公
共
交
通
は
、通
勤
・
通
学
、通
院
、買
い
物
な
ど
幅
広
い
用
途
で
町
民
の
皆
様
の
足
と

し
て
日
々
運
行
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、昨
年
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、現
在
の
公
共
交
通
が
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
、「
公

共
交
通
需
要
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
年
度
別
利
用
者
数
と
、
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
公
共
交
通
需
要
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た

町民バス「ぐるりんこ」年度別利用者数

調査方法

　本
調
査
は
、
郵
送
で
行
う
調
査
と
、「
ぐ
る
り

ん
こ
」
を
利
用
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
乗

り
込
み
調
査
の
２
つ
の
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

【
郵
送
に
よ
る
調
査
】

　こ
の
調
査
は
、「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
活
用
方
策
の
検
討
や
、
福
祉
に

お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
に

向
け
、
町
内
の
公
共
交
通
の
利
用
実
態
と
需
要

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　町
内
の
約
６
７
０
０
世
帯
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
２
０
０
０
世
帯
に
調
査
用
紙
を
送

付
し
、高
校
生
以
上
の
最
大

3
名
ま
で
の
方
に

調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
全
体
の
45
・
４
％
に
あ
た
る
９

０
８
世
帯
（
１
９
２
０
票
）
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

【
乗
り
込
み
に
よ
る
調
査
】

　こ
の
調
査
は
、「
ぐ
る
り
ん
こ
」
利
用
者
の
現

状
を
把
握
す
る
た
め
、
実
際
に
「
ぐ
る
り
ん
こ
」

車
内
に
乗
り
込
み
、
始
発
か
ら
終
発
ま
で
の
バ

ス
全
便
に
お
い
て
、
バ
ス
の
使
い
方
（
目
的
）
な

ど
に
つ
い
て
、
乗
客
の
皆
様
に
直
接
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　調
査
は
平
日
１
日
、
休
日
１
日
の
計
２
日
間

実
施
し
、７
８
９
票
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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塩釜方面 多賀城方面

【利用者数の推移(全体)】

【利用者数の推移(方面別)】

町民バス「ぐるりんこ」(以下「ぐるりんこ」)
の利用者数は年々増加しており、２０１８
年度は約１５万６千人の方にご利用いただ
きました。
方面別では、ここ２年で多賀城方面への

利用割合が増加しております。
これは、２０１６年度に実施した、ダイヤ

の大幅見直しの効果と考えられます。

特集　「公共交通需要調査」を実施しました
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。
こ
の

公
共
交
通
は
、通
勤
・
通
学
、通
院
、買
い
物
な
ど
幅
広
い
用
途
で
町
民
の
皆
様
の
足
と

し
て
日
々
運
行
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、昨
年
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、現
在
の
公
共
交
通
が
ど
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
か
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
、「
公

共
交
通
需
要
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
年
度
別
利
用
者
数
と
、
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
公
共
交
通
需
要
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た

町民バス「ぐるりんこ」年度別利用者数

調査方法

　本
調
査
は
、
郵
送
で
行
う
調
査
と
、「
ぐ
る
り

ん
こ
」
を
利
用
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
乗

り
込
み
調
査
の
２
つ
の
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

【
郵
送
に
よ
る
調
査
】

　こ
の
調
査
は
、「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
活
用
方
策
の
検
討
や
、
福
祉
に

お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
な
ど
の
検
討
に

向
け
、
町
内
の
公
共
交
通
の
利
用
実
態
と
需
要

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　町
内
の
約
６
７
０
０
世
帯
か
ら
無
作
為
に

抽
出
し
た
２
０
０
０
世
帯
に
調
査
用
紙
を
送

付
し
、高
校
生
以
上
の
最
大

3
名
ま
で
の
方
に

調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
全
体
の
45
・
４
％
に
あ
た
る
９

０
８
世
帯
（
１
９
２
０
票
）
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
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込
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に
よ
る
調
査
】
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調
査
は
、「
ぐ
る
り
ん
こ
」
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用
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現
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す
る
た
め
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際
に
「
ぐ
る
り
ん
こ
」

車
内
に
乗
り
込
み
、
始
発
か
ら
終
発
ま
で
の
バ

ス
全
便
に
お
い
て
、
バ
ス
の
使
い
方
（
目
的
）
な

ど
に
つ
い
て
、
乗
客
の
皆
様
に
直
接
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　調
査
は
平
日
１
日
、
休
日
１
日
の
計
２
日
間

実
施
し
、７
８
９
票
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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町民バス「ぐるりんこ」(以下「ぐるりんこ」)
の利用者数は年々増加しており、２０１８
年度は約１５万６千人の方にご利用いただ
きました。
方面別では、ここ２年で多賀城方面への

利用割合が増加しております。
これは、２０１６年度に実施した、ダイヤ

の大幅見直しの効果と考えられます。

特集　「公共交通需要調査」を実施しました
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調査②：目的別外出先調査

買い物をしていると回答し
ている方は１,７７７人(約９
３％)となっており、その過半
数(全体の約５６％)が町外で
す。
食品等は、汐見台などで購

入できますが、その他の日用
品や娯楽品は、町外の商業施
設で購入していることが考え
られます。

通院をしていると回答してい
る方は１,３６８人(約７１％)と
なっており、その過半数(全体
の約５４％)が町外です。
通院割合の増加は高齢化の進

行が要因と考えられます。
また、町外割合が多い要因

は、町内にある診療所ではな
く、町外の総合病院への通院が
多いことが考えられます。

通勤・通学をしていると回
答している方は１,０６３人
(約５５％)となっており、そ
の大半(全体の約４７％)が町
外です。
町外割合が多い要因は、町

内の事業所は限定的であるこ
と、町内には中学校までしか
なく、高校・大学は町外にあ
ることなどが考えられます。

買い物での外出状況通院での外出状況通勤・通学での外出状況

通勤・通学、通院、買い物の目的別に外出先(町内、町外)の調査を行いました。この調査によって、以下
のような結果が得られました。

町内

町外
47.2%

N=1,920

未回答　８.４％

町内

町外
53.8%

26.7%

N=1,920

１７.４％
町内

36.8%

町外
55.7%

N=1,920

調査①：震災前との外出機会の変化

通勤・通学、通院、買い物における、東日本大震災前後の交通手段の変化では、いずれの場合も「交通
手段は変わっていない」と回答した人が６～７割を占めていました。
一方、「自家用車等を多く使うようになった」と回答した方も２割いました。
前回調査でも自家用車等の利用割合が大きい傾向にありましたが、今回の調査結果から、さらにそ

の傾向が強くなっていると考えられます。

バスを多く使うようになった

自家用車等を
多く使うようになった
自転車を
多く使うようになった

交通手段は変わっていない

その他

【通勤・通学時の交通
通勤・通学時の交通手段 通院時の交通手段 買い物時の交通手段

N=1,063 N=1,368 N=1,777

8.5%

20.2%

3.7%

69.2%69.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

11.2%

21.2%

2.4%

65.8%65.8%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

バスを多く使うようになった
自家用車等を
多く使うようになった
自転車を
多く使うようになった

交通手段は変わっていない

その他

9.6%

20.8%

3.0%

67.6%67.6%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

バスを多く使うようになった

自家用車等を
多く使うようになった
自転車を
多く使うようになった

交通手段は変わっていない

その他

バスを利用したことがある人は、２～４割程
度ですが、「ぐるりんこ」や「汐見台団地線」の不
定期利用の割合は増加傾向にあります。
一方、バスを利用しない方は５～７割おり、

利用しない理由として、「自家用車と比較して移
動時間がかかる」ことや、「行きたい時間にバス
がない」こと、「鉄道との接続が悪い」などの声
が聞かれました。

定期利用
16.5%

不定期利用
24.8%利用なし

55.6%

未回答 3.1%

N=1,920

定期利用 7.0%

不定期利用
13.0%

利用なし
72.0%

未回答 8.0%

N=1,920

定期利用
9.1%

不定期利用
22.3%

利用なし
60.1%

未回答 8.5%

N=1,920

【「汐見台団地線」の利用頻度】【「ユーアイバス」の利用頻度】【「ぐるりんこ」の利用頻度】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤・通学での外出状況

通院での外出状況 買い物での外出状況

調査②では、通勤・通学、通院、買い物におい
て、町外へ出かける方が多い結果となりました。
調査③では、その移動手段について伺ったと

ころ、いずれの場合も自家用車の利用が半数以
上を占めていました。

11.2%

3.3%
4.2%

8.6%
2.8%

70.6%
18.1%

1.0%
2.4%

6.1%
3.3%
1.5%

11.7%
2.4%
2.7%
3.7%
4.8%

63.2%
21.7%

1.7%
1.7%
3.1%
4.9%

0.5%

8.2%
1.9%
1.6%
2.7%
1.7%

67.6%
22.5%

1.4%
1.4%
4.3%
7.5%

0.5%

N=1,046

N=1,341 N=1,740

町民バス「ぐるりんこ」
多賀城東部線「ユーアイバス」

汐見台団地線
鉄道・JR
タクシー

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族の運転）

近所の親戚や隣人の自家用車に同乗
バイク・原付

自転車
徒歩

その他

町民バス「ぐるりんこ」
多賀城東部線「ユーアイバス」

汐見台団地線
鉄道・JR
タクシー

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族の運転）

近所の親戚や隣人の自家用車に同乗
バイク・原付

自転車
徒歩

その他

町民バス「ぐるりんこ」
多賀城東部線「ユーアイバス」

汐見台団地線
鉄道・JR
タクシー

自家用車（自分で運転）
自家用車（家族の運転）

近所の親戚や隣人の自家用車に同乗
バイク・原付

自転車
徒歩

その他

調査③：目的別外出手段

通勤・通学は
していない

通院は
していない

買い物で
外出しない

８.２％

未回答　２.１％
未回答　２.０％

５.５％

特集　「公共交通需要調査」を実施しました

36.2%

※複数回答あり

※複数回答あり
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調査②：目的別外出先調査
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３％)となっており、その過半
数(全体の約５６％)が町外で
す。
食品等は、汐見台などで購

入できますが、その他の日用
品や娯楽品は、町外の商業施
設で購入していることが考え
られます。

通院をしていると回答してい
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なっており、その過半数(全体
の約５４％)が町外です。
通院割合の増加は高齢化の進

行が要因と考えられます。
また、町外割合が多い要因
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と、町内には中学校までしか
なく、高校・大学は町外にあ
ることなどが考えられます。
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通勤・通学、通院、買い物の目的別に外出先(町内、町外)の調査を行いました。この調査によって、以下
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調査①：震災前との外出機会の変化

通勤・通学、通院、買い物における、東日本大震災前後の交通手段の変化では、いずれの場合も「交通
手段は変わっていない」と回答した人が６～７割を占めていました。
一方、「自家用車等を多く使うようになった」と回答した方も２割いました。
前回調査でも自家用車等の利用割合が大きい傾向にありましたが、今回の調査結果から、さらにそ

の傾向が強くなっていると考えられます。

バスを多く使うようになった

自家用車等を
多く使うようになった
自転車を
多く使うようになった

交通手段は変わっていない
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一方、バスを利用しない方は５～７割おり、

利用しない理由として、「自家用車と比較して移
動時間がかかる」ことや、「行きたい時間にバス
がない」こと、「鉄道との接続が悪い」などの声
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していない
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高校生の通学手段は、家族による送迎に次い
で、自転車と「ぐるりんこ」を利用する、という回
答が多い傾向にありました。
特に高校生の「ぐるりんこ」の利用者は増加傾

向にあり、着実に通学の足として定着しつつあ
ります。
また、高齢者の通院手段を見ると、６０代・７

０代ともに自家用車の割合が多く、年齢が上が
るにつれ、「ぐるりんこ」の利用割合も増加して
います。

今後の町の公共交通(交通手段)は、どうあ
るべきかを聞いたところ、「ぐるりんこ」、
「ユーアイバス」、「汐見台団地線」３路線の存
続を希望する回答が約６７％と最も多い結
果となりました。
調査③、④の結果も踏まえると、通勤・通学

や通院などの足として、引き続き３路線の需
要はあるものと考えられます。

調査④：高校生・高齢者の移動手段

調査⑤：今後の公共交通のあり方について

【高校生の通学手段】

【７０代の通院手段】【６０代の通院手段】

56.7%
0.0%

10.0%
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73.8%
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調査⑥：「ぐるりんこ」への乗り込み調査

調査結果

お問い合わせは、政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

町内在住者の移動状況を見ると、町内から町外へ移動する割合が約４７％、町外から町内へ移動
する割合が約３０％と、「ぐるりんこ」は町内⇔町外間の移動手段として最も活用されている結果
となりました。
また、利用目的では、「通勤・通学」が約３６％と多く、次に「買い物」が約２０％を占めました。
運賃の支払い方法では、通勤・通学者を中心に、「利用回数券」や「定期券（フリーパス）」の利用割

合が増加しており、「ぐるりんこ」の定期利用に寄与していることが考えられます。

今回の調査結果によると、引き続き自家用車への依存度が高いなか、各バスとも２～４割の方が
公共交通を利用していることが分かりました。特に２０１６年度の大幅なダイヤ改正以降、利用者
数も大きく伸びてきています。また、大きな目的としては、通勤・通学、通院、買い物があり、特に高
校生や高齢者の利用が多くみられ、公共交通の持続を求める声が多く聞かれました。
一方では、満足度の低下や利用率が少ないバス停・路線がみられることもあり、少子高齢化が進

むなか、公共交通の持続性を確保していくためには、より効果的・効率的な運行を検討していく必
要があります。
町としては、調査結果を踏まえ、今後もサービス向上、利用拡大に努め、利用者の皆様が快適にご

利用いただけるよう考えてまいります。

運賃の

支払い方法

N=789

バスの利用目的

N=789

町内在住者の

移動状況

N=473

通勤・通学 35.5% 通院 13.4% 買い物 19.8%

観光・遊び（イベント等）11.5%

親戚・知人宅への訪問3.2%

その他 8.1%

未回答 8.5%

町内⇒町内移動
21.8%

町内⇒町外移動
46.9%

町外⇒町内移動
30.4%

町外⇒町外移動 0.9%

現金払い 69.3%
利用回数券

17.6%

定期券（フリーパス）11.8%

運転経歴書の提示 1.2%

その他 0.1%
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「ぐるりんこ」「ユーアイバス」
「汐見台団地線」を存続していくべき

今までの公共交通に代わる
新たな交通手段を検討すべき

その他

未回答

七ヶ浜町民バス　ぐるりんこ

特集　「公共交通需要調査」を実施しました
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　町内の話題　ズームアップ

塩
釜
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
／

町
婦
人
会

　

１
月
16
日
、
七
ヶ
浜
町
婦
人
会
に
宮

城
県
塩
釜
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
春
秋
の
交
通

安
全
運
動
週
間
を
は
じ
め
と
し
た
長
年

の
地
域
の
交
通
安
全
活
動
な
ど
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
●
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
鈴
木

弘
子
婦
人
会
会
長
は
「
交
通
事
故
の
無

い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
『
交
通
安

全
は
茶
の
間
か
ら
』
を
合
言
葉
に
日
々

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今

回
塩
釜
警
察
署
長
様
よ
り
こ
の
よ
う
な

感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様

と
協
力
し
七
ヶ
浜
町
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

遠
山
幼
稚
園
で

人
権
擁
護
啓
発
活
動

　１
月
23
日
、
遠
山
幼
稚
園
で
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
幼
稚
園
の
と
き
か
ら
人

権
を
意
識
付
け
、
町
全
体
が
豊
か
な
人

で
溢
れ
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
●
啓
発
活
動
で
は
、
人
権
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
く

ん
」が
登
場
し
、
園
児
た
ち
と
触
れ
合
い

ま
し
た
。ま
た
、
幼
稚
園
児
が
友
達
に
い

じ
わ
る
す
る
と
い
う
内
容
の
寸
劇
が
人

権
擁
護
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、「
い
つ

も
友
達
に
や
さ
し
い
気
持
ち
で
、仲
良
く

生
活
し
ま
し
ょ
う
」と
幼
稚
園
児
に
呼
び

か
け
。最
後
に
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
園
児
た
ち
は
友
達
と
仲
良
く
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

仙
台
フ
ィ
ル
演
奏
会

Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
と
共
演

　２
月
８
日
、
宮
城
県
地
方
音
楽
会
仙

台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
演

奏
会
が
七
ヶ
浜
国
際
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
音
楽
会
は
、
県
民
に
優

れ
た
音
楽
の
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
と

文
化
活
動
に
参
加
す
る
喜
び
を
体
験

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
●
当
日
は
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「
交
響
曲
第
８
番
ト
長
調
作
品
88
」
の

ほ
か
計
５
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。来

場
し
た
５
２
０
名
の
観
客
は
、
生
の
迫

力
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
と
共
演
。
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
演
奏

会
は
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
そ
ぶ
さ
ご
ざ
い
ん

　

七
ヶ
浜
de
お
正
月

　１
月
26
日
、七
ヶ
浜
国
際
村
で「
あ
そ

ぶ
さ
ご
ざ
い
ん

　七
ヶ
浜
de
お
正
月
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、七
ヶ

浜
国
際
交
流
協
会
が
開
催
し
て
い
る
毎

年
恒
例
の
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
で
す
●
当

日
は
、
餅
つ
き
で
つ
い
た
餅
や
玉
こ
ん

と
い
っ
た
軽
食
が
あ
り
、
つ
き
た
て
の

餅
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
輪
投
げ

遊
び
や
、駄
菓
子
を
販
売
。各
セ
ミ
ナ
ー

室
で
は
、
む
か
し
の
遊
び
や
、
書
き
初

め
、
お
茶
席
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。書
き
初
め
で
は
、令
和
初
の
お

正
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
験
し
て

い
た
小
学
生
が「
令
和
」の
文
字
を
書
い

て
い
ま
し
た
。催
し
物
で
は
、吉
田
浜
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
お
客
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

雪
遊
び
体
験
／

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　１
月
25
日
、
セ
ブ
ン
ビ
ー
チ
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
国
立
花
山

青
少
年
自
然
の
家
で
開
催
し
ま
し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
年
４

回
活
動
。町
内
や
町
外
の
自
然
・
文
化
・

教
育
施
設
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
通
し
て
参
加
者
の
自
立
心
、
探
究

心
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
●
今
回
参
加
し
た

の
は
町
内
の
児
童
24
名
。内
容
は
、
雪

遊
び
体
験
。暖
冬
の
影
響
で
雪
が
少
な

い
な
が
ら
も
、
残
雪
で
の
雪
遊
び
や
冬

の
山
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
然
の
家
周

辺
を
探
検
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。参
加
し
た
児
童
か

ら
は
、
冬
の
山
を
長
い
距
離
歩
い
た
こ

と
で
、
達
成
感
や
友
達
と
の
仲
が
深
ま

っ
た
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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河
北
工
芸
展
で

秋
田
県
知
事
賞

受
賞　11

月
６
日
、
遠
山
地
区
在
住
の
林
惠

美
子
さ
ん
が
第
28
回
河
北
工
芸
展
で
秋

田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
●
受
賞

し
た
作
品
名
は
、「
渦
」。籐（
と
う
）で
制

作
し
た
も
の
で
す
。籐
と
は
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
の
熱
帯
雨
林
地
域
に
自
生
す
る

ツ
ル
性
の
植
物
。作
品「
渦
」は
、
黒
一
色

の
作
品
で
、
小
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

そ
う
で
す
。審
査
員
か
ら
は
、「
お
お
ら

か
で
面
白
い
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
●
林
さ
ん
は
「
受
賞
に

は
驚
き
ま
し
た
。夫
が
作
品
を
見
て
『
面

白
い
か
ら
出
し
た
方
が
い
い
』
と
背
中

を
押
さ
れ
、
出
品
し
ま
し
た
。今
回
の
受

賞
は
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。感

謝
し
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲林惠美子さん



　町内の話題　ズームアップ

塩
釜
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
／

町
婦
人
会

　

１
月
16
日
、
七
ヶ
浜
町
婦
人
会
に
宮

城
県
塩
釜
警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
春
秋
の
交
通

安
全
運
動
週
間
を
は
じ
め
と
し
た
長
年

の
地
域
の
交
通
安
全
活
動
な
ど
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も

の
で
す
●
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
鈴
木

弘
子
婦
人
会
会
長
は
「
交
通
事
故
の
無

い
明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
『
交
通
安

全
は
茶
の
間
か
ら
』
を
合
言
葉
に
日
々

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今

回
塩
釜
警
察
署
長
様
よ
り
こ
の
よ
う
な

感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様

と
協
力
し
七
ヶ
浜
町
の
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。

遠
山
幼
稚
園
で

人
権
擁
護
啓
発
活
動

　１
月
23
日
、
遠
山
幼
稚
園
で
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
、
幼
稚
園
の
と
き
か
ら
人

権
を
意
識
付
け
、
町
全
体
が
豊
か
な
人

で
溢
れ
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
●
啓
発
活
動
で
は
、
人
権
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
ま
も
る
く

ん
」が
登
場
し
、
園
児
た
ち
と
触
れ
合
い

ま
し
た
。ま
た
、
幼
稚
園
児
が
友
達
に
い

じ
わ
る
す
る
と
い
う
内
容
の
寸
劇
が
人

権
擁
護
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、「
い
つ

も
友
達
に
や
さ
し
い
気
持
ち
で
、仲
良
く

生
活
し
ま
し
ょ
う
」と
幼
稚
園
児
に
呼
び

か
け
。最
後
に
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
、
園
児
た
ち
は
友
達
と
仲
良
く
す

る
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

仙
台
フ
ィ
ル
演
奏
会

Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
と
共
演

　２
月
８
日
、
宮
城
県
地
方
音
楽
会
仙

台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
演

奏
会
が
七
ヶ
浜
国
際
村
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
音
楽
会
は
、
県
民
に
優

れ
た
音
楽
の
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
と

文
化
活
動
に
参
加
す
る
喜
び
を
体
験

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
●
当
日
は
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

「
交
響
曲
第
８
番
ト
長
調
作
品
88
」
の

ほ
か
計
５
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。来

場
し
た
５
２
０
名
の
観
客
は
、
生
の
迫

力
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

国
際
村
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ

ー
Ｎ
ａ
Ｎ
ａ
５
９
３
１
と
共
演
。
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、
演
奏

会
は
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
そ
ぶ
さ
ご
ざ
い
ん

　

七
ヶ
浜
de
お
正
月

　１
月
26
日
、七
ヶ
浜
国
際
村
で「
あ
そ

ぶ
さ
ご
ざ
い
ん

　七
ヶ
浜
de
お
正
月
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、七
ヶ

浜
国
際
交
流
協
会
が
開
催
し
て
い
る
毎

年
恒
例
の
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
で
す
●
当

日
は
、
餅
つ
き
で
つ
い
た
餅
や
玉
こ
ん

と
い
っ
た
軽
食
が
あ
り
、
つ
き
た
て
の

餅
に
は
長
い
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
輪
投
げ

遊
び
や
、駄
菓
子
を
販
売
。各
セ
ミ
ナ
ー

室
で
は
、
む
か
し
の
遊
び
や
、
書
き
初

め
、
お
茶
席
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。書
き
初
め
で
は
、令
和
初
の
お

正
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
験
し
て

い
た
小
学
生
が「
令
和
」の
文
字
を
書
い

て
い
ま
し
た
。催
し
物
で
は
、吉
田
浜
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
お
客
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

雪
遊
び
体
験
／

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

　１
月
25
日
、
セ
ブ
ン
ビ
ー
チ
「
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
国
立
花
山

青
少
年
自
然
の
家
で
開
催
し
ま
し
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
年
４

回
活
動
。町
内
や
町
外
の
自
然
・
文
化
・

教
育
施
設
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
通
し
て
参
加
者
の
自
立
心
、
探
究

心
、
地
域
で
の
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
●
今
回
参
加
し
た

の
は
町
内
の
児
童
24
名
。内
容
は
、
雪

遊
び
体
験
。暖
冬
の
影
響
で
雪
が
少
な

い
な
が
ら
も
、
残
雪
で
の
雪
遊
び
や
冬

の
山
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
自
然
の
家
周

辺
を
探
検
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。参
加
し
た
児
童
か

ら
は
、
冬
の
山
を
長
い
距
離
歩
い
た
こ

と
で
、
達
成
感
や
友
達
と
の
仲
が
深
ま

っ
た
と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
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河
北
工
芸
展
で

秋
田
県
知
事
賞

受
賞　11

月
６
日
、
遠
山
地
区
在
住
の
林
惠

美
子
さ
ん
が
第
28
回
河
北
工
芸
展
で
秋

田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
●
受
賞

し
た
作
品
名
は
、「
渦
」。籐（
と
う
）で
制

作
し
た
も
の
で
す
。籐
と
は
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
の
熱
帯
雨
林
地
域
に
自
生
す
る

ツ
ル
性
の
植
物
。作
品「
渦
」は
、
黒
一
色

の
作
品
で
、
小
宇
宙
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

そ
う
で
す
。審
査
員
か
ら
は
、「
お
お
ら

か
で
面
白
い
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ

い
た
と
の
こ
と
●
林
さ
ん
は
「
受
賞
に

は
驚
き
ま
し
た
。夫
が
作
品
を
見
て
『
面

白
い
か
ら
出
し
た
方
が
い
い
』
と
背
中

を
押
さ
れ
、
出
品
し
ま
し
た
。今
回
の
受

賞
は
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
。感

謝
し
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲林惠美子さん
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　震
災
な
ど
の
衝
撃
が
心
に
与

え
る
影
響
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
反
応
」

が
あ
り
ま
す
。今
で
も
震
災
当
時

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
辛
く
な

る
、
夢
に
見
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
ド
キ
ッ
と
す
る
、あ
る
い

は
、当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
の

で
、震
災
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組
を

避
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
反
応
は
、あ
た
か
も
心
が

外
傷
を
う
け
た
よ
う
な
体
験
後

に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、そ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　震
災
以
来
、毎
年
行
っ
て
い
る

健
康
調
査
で
は
、基
準
を
超
え
て

強
い
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
反

応
を
示
さ
れ
る
方
の
割
合
を
把

握
し
ま
し
た
。発
災
の
年
に
は
３

割
強
の
方
が
、現
在
で
も
７
名
に

１
人
と
多
く
の
方
が
一
定
以
上

の
強
さ
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
反
応
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。時

間
と
共
に
回
復
す
る
傾
向
は
あ

る
も
の
の
回
復
に
は
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
ま

し
た
。

　　震
災
の
よ
う
な
体
験
に
よ
る

心
の
落
ち
込
み
か
ら
心
が
回
復

す
る
力
を
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と

言
い
、日
々
の
生
活
の
中
で
誰
で

も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち

の
心
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、程

良
い
食
事
や
睡
眠
、
運
動
、
人
と

の
交
流
、お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
留

意
す
る
な
ど
生
活
を
整
え
、時
に

は
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、安

心
で
き
る
周
り
の
人
と
気
持
ち

を
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　現
在
、
東
北
大
学
に
留
学
中

で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
研
究
し

て
い
る
ハ
リ
ー
・
ケ
イ
・
コ
ウ

デ
ラ
ー
さ
ん（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
マ
ウ
ン
ト
・
シ
ナ
イ
大
学
）。 

　町
で
は
、ハ
リ
ー
さ
ん
に
よ
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
高
め
る
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
今

月
か
ら
６
回
に
わ
た
り
七
ヶ
浜

町
の
皆
様
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

　

　人
間
は
災
害
や
事
件
、事
故
に

遭
う
と
、心
身
に
大
き
な
衝
撃
を

受
け
ま
す
。一
方
、人
間
は
、こ
の

よ
う
な
体
験
に
よ
る
心
身
の
衝

撃
か
ら
回
復
す
る
能
力「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」を
意
識
し
た
行
動
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、そ
の
能
力
を
新
た
に

開
発
し
た
り
強
化
で
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
６
回
に
わ
た
り

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
高
め
る
練
習

法
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
成
要
因
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
（
楽
観
主

義
）」を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
高
め

る
訓
練
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。次
号
以
降
は
「
社
会
的
支

援
」、「
性
格
の
強
さ
」、「
身
体
の
幸

福
」
等
を
高
め
る
訓
練
方
法
を
お

伝
え
す
る
予
定
で
す
。

　一
日
の
終
わ
り
に
、
今
日
あ
っ

た「
３
つ
の
良
い
こ
と
」を
紙
に
書

き
と
め
、
１
週
間
続
け
て
み
ま

し
ょ
う
。例
え
ば
「
母
が
出
か
け

た
と
き
、
私
の
大
好
き
な
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
き
て
く
れ

た
」
と
い
う
よ
う
な
重
要
性
が
低

い
も
の
で
も
い
い
で
す
し
、「
姉

が
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し

た
」
な
ど
重
要
性
の
高
い
も
の
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　３
つ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
出
来

事
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
出
し
、「
こ
の

出
来
事
は
な
ぜ
起
き
た
の
だ
ろ

う
？
」と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　例
え
ば
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

買
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
は「
母

は
私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く

れ
て
い
る
か
ら
」、ま
た
は「
母
と

は
普
段
か
ら
よ
い
関
係
を
築
い

て
い
る
か
ら
」と
考
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、「
あ
な
た
の
姉

が
な
ぜ
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

む
こ
と
が
で
き
た
か
」と
問
う
と

「
姉
は
妊
娠
中
に
健
康
に
留
意
し

て
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
ら
」と

説
明
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
に
、自
分
に
と
っ
て

良
か
っ
た
出
来
事
を
意
識
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
に

効
果
的
で
す
。

　皆
さ
ん
も
、
是
非
今
日
か
ら

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

L
e
t’s
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一定以上の心的外傷後ストレス反応が認められる人

心的外傷後ストレス反応の影響が比較的軽度な人

東日本大震災被災コミュニティにおいて
心的外傷後ストレス反応を呈する人の割合の経年変化

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

２０１６年

２０１７年

２０１８年

２０１９年

６８％ ３２％

６７％ ３３％

７０％ ３０％

７２％ ２８％

７５％ ２５％

８１％ １９％

８１％ １９％

８６％ １４％

８６％ １４％

ハリー・ケイ・コウデラ―さん
（マウント・シナイ大学（米））

シリーズ　はまの保健だより

　東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
が
過
ぎ
、七
ヶ
浜
町
の
復
興
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。一
方
、傷
つ
い
た
心
の
回
復
に
は
、な
お
時
間
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
震
災
後
に
心
の
健
康
の
回
復
を

目
的
に
、
東
北
大
学
と
共
同
で
茶
話
会
や
個
別
相
談
、
健
康
調
査
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
回
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
き
た
東
北
大
学
精

神
神
経
学
分
野
の
富
田
博
秋
教
授
に
、
震
災

後
の
心
の
状
態
と
心
の
回
復
の
大
切
さ
に

つ
い
て
記
事
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

健
康
調
査
か
ら
見
え
た

心
の
状
態

心
の
回
復
力

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
心
の
健
康
づ
く
り

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

「
３
つ
の
良
い
こ
と
」

を
考
え
る
習
慣

第
１
回「
人
生
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

富田 博秋教授

（東北大学精神神経学）
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七ヶ浜町の心の健康
～心の回復に向けた道程～



お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357-7448

　震
災
な
ど
の
衝
撃
が
心
に
与

え
る
影
響
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
反
応
」

が
あ
り
ま
す
。今
で
も
震
災
当
時

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
辛
く
な

る
、
夢
に
見
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
ド
キ
ッ
と
す
る
、あ
る
い

は
、当
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
の

で
、震
災
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組
を

避
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
反
応
は
、あ
た
か
も
心
が

外
傷
を
う
け
た
よ
う
な
体
験
後

に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、そ
う
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　震
災
以
来
、毎
年
行
っ
て
い
る

健
康
調
査
で
は
、基
準
を
超
え
て

強
い
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
反

応
を
示
さ
れ
る
方
の
割
合
を
把

握
し
ま
し
た
。発
災
の
年
に
は
３

割
強
の
方
が
、現
在
で
も
７
名
に

１
人
と
多
く
の
方
が
一
定
以
上

の
強
さ
の
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
反
応
を
示
さ
れ
て
い
ま
す
。時

間
と
共
に
回
復
す
る
傾
向
は
あ

る
も
の
の
回
復
に
は
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ
ま

し
た
。

　　震
災
の
よ
う
な
体
験
に
よ
る

心
の
落
ち
込
み
か
ら
心
が
回
復

す
る
力
を
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と

言
い
、日
々
の
生
活
の
中
で
誰
で

も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち

の
心
が
回
復
す
る
た
め
に
は
、程

良
い
食
事
や
睡
眠
、
運
動
、
人
と

の
交
流
、お
酒
の
飲
み
過
ぎ
に
留

意
す
る
な
ど
生
活
を
整
え
、時
に

は
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
、安

心
で
き
る
周
り
の
人
と
気
持
ち

を
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
で
す
。

　現
在
、
東
北
大
学
に
留
学
中

で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
研
究
し

て
い
る
ハ
リ
ー
・
ケ
イ
・
コ
ウ

デ
ラ
ー
さ
ん（
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
マ
ウ
ン
ト
・
シ
ナ
イ
大
学
）。 

　町
で
は
、ハ
リ
ー
さ
ん
に
よ
る

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
高
め
る
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
今

月
か
ら
６
回
に
わ
た
り
七
ヶ
浜

町
の
皆
様
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

　

　人
間
は
災
害
や
事
件
、事
故
に

遭
う
と
、心
身
に
大
き
な
衝
撃
を

受
け
ま
す
。一
方
、人
間
は
、こ
の

よ
う
な
体
験
に
よ
る
心
身
の
衝

撃
か
ら
回
復
す
る
能
力「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、「
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
」を
意
識
し
た
行
動
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、そ
の
能
力
を
新
た
に

開
発
し
た
り
強
化
で
き
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
６
回
に
わ
た
り

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
高
め
る
練
習

法
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。レ

ジ
リ
エ
ン
ス
の
構
成
要
因
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ
（
楽
観
主

義
）」を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
高
め

る
訓
練
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。次
号
以
降
は
「
社
会
的
支

援
」、「
性
格
の
強
さ
」、「
身
体
の
幸

福
」
等
を
高
め
る
訓
練
方
法
を
お

伝
え
す
る
予
定
で
す
。

　一
日
の
終
わ
り
に
、
今
日
あ
っ

た「
３
つ
の
良
い
こ
と
」を
紙
に
書

き
と
め
、
１
週
間
続
け
て
み
ま

し
ょ
う
。例
え
ば
「
母
が
出
か
け

た
と
き
、
私
の
大
好
き
な
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
き
て
く
れ

た
」
と
い
う
よ
う
な
重
要
性
が
低

い
も
の
で
も
い
い
で
す
し
、「
姉

が
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
出
産
し

た
」
な
ど
重
要
性
の
高
い
も
の
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　３
つ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
出
来

事
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
出
し
、「
こ
の

出
来
事
は
な
ぜ
起
き
た
の
だ
ろ

う
？
」と
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　例
え
ば
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

買
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
は「
母

は
私
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く

れ
て
い
る
か
ら
」、ま
た
は「
母
と

は
普
段
か
ら
よ
い
関
係
を
築
い

て
い
る
か
ら
」と
考
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、「
あ
な
た
の
姉

が
な
ぜ
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

む
こ
と
が
で
き
た
か
」と
問
う
と

「
姉
は
妊
娠
中
に
健
康
に
留
意
し

て
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
ら
」と

説
明
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
に
、自
分
に
と
っ
て

良
か
っ
た
出
来
事
を
意
識
す
る

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
に

効
果
的
で
す
。

　皆
さ
ん
も
、
是
非
今
日
か
ら

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

L
e
t’s

　

try
 !

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

一定以上の心的外傷後ストレス反応が認められる人

心的外傷後ストレス反応の影響が比較的軽度な人

東日本大震災被災コミュニティにおいて
心的外傷後ストレス反応を呈する人の割合の経年変化

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

２０１６年

２０１７年

２０１８年

２０１９年

６８％ ３２％

６７％ ３３％

７０％ ３０％

７２％ ２８％

７５％ ２５％

８１％ １９％

８１％ １９％

８６％ １４％

８６％ １４％

ハリー・ケイ・コウデラ―さん
（マウント・シナイ大学（米））

シリーズ　はまの保健だより

　東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
が
過
ぎ
、七
ヶ
浜
町
の
復
興
は
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す
。一
方
、傷
つ
い
た
心
の
回
復
に
は
、な
お
時
間
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
震
災
後
に
心
の
健
康
の
回
復
を

目
的
に
、
東
北
大
学
と
共
同
で
茶
話
会
や
個
別
相
談
、
健
康
調
査
等

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
回
は
住
民
の

皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
て
き
た
東
北
大
学
精

神
神
経
学
分
野
の
富
田
博
秋
教
授
に
、
震
災

後
の
心
の
状
態
と
心
の
回
復
の
大
切
さ
に

つ
い
て
記
事
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

健
康
調
査
か
ら
見
え
た

心
の
状
態

心
の
回
復
力

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
で
心
の
健
康
づ
く
り

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

「
３
つ
の
良
い
こ
と
」

を
考
え
る
習
慣

第
１
回「
人
生
の
危
機
を
乗
り
越

え
る
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

富田 博秋教授

（東北大学精神神経学）
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お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

シリーズ  地域福祉計画[２０１９　-２０２３]　取組事例 (第８回)
取組事例１４
汐南勝手に応援部

取組事例１５
しちがはまレクリエーション協会

汐南勝手に応援部は、汐見台南1丁目に住む有志が地区活動のサポート役として集まった、
新しいタイプの地区ボランティア団体です。

地区からの活動要請により、地区や分館事業のサポートや、ロータリー花壇整備と花の
植え替え、木や枝の伐採、分館法面の除草や防草シート施工など、その活動は多岐にわたり、
エンジン式刈払機などを使用することもあり、取り扱いに詳しい方から講習を受けてから活
動を行っています。

参加は、自分の都合の良い時だけで、ゴミ拾いなど勝手に活動を行うこともあります。

活動の主体は、40 ～ 70 歳の男性 7 割女性 3 割であり、汐見台南地区の様々な地区活動
をサポートしています。

○つなぎ -連携 ( 手段 )
・汐見台南 1丁目地区内の有志により、応援部を結成
・汐見台南地区との連携により活動を展開　

○ささえ -支援 ( 手段 )
・汐見台南地区の活動を陰で支える
・地区活動に参画したいという住民を応援部の設置により支援

○いきる -健康 ( 目的 )
・地区内ボランティア活動により、参加者のこころと体の健康を増進
・地区関係者からの感謝の気持ちによる、社会的な健康の増進

つなぎ・ささえ・いきる

実施主体 ( 団体 ) 汐南勝手に応援部
汐見台南１丁目に住む有志　27 名
平成 29 年より活動開始　平成 29 年実績　年 10 回活動

汐見台南地区活動のサポート役として、私でも何かお手伝いできることがあれ
ば協力したいという方が集まって活動をスタート

メンバー ( 対象 )
活動実績

主な活動内容

刈払機講習会 木や枝の伐採活動

しちがはまレクリエーション協会は、健康づくり推進員 OG など様々なレクリエーショ
ンの資格を持った方や看護師が、その経験を活かし軽運動などのレクリエーション活動を
行ったのをきっかけとして発足しました。

協会主催事業や各地区の介護予防教室、健康づくり推進員地区行事などその活動は多岐
にわたっています。

参加者は、ユーモアあふれる説明と指導により、軽運動やゲームなど、知らない間に自
然と体を動かすことにより、こころも体もリフレッシュし、メンバーと一緒に楽しいひと
ときを過ごしています。

実施主体 ( 団体 ) しちがはまレクリエーション協会
レクリエーションインストラクター 17 名を含む 31 名
平成 18 年愛好会を経て平成 20 年発足　平成 29 年度実績　計 488 回活動

各地区での介護予防教室インストラクターや元気クラブ「こでらんね」での活
動、社協主催土曜喫茶室での軽運動指導　など

メンバー ( 対象 )
活動実績

主な活動内容

○つなぎ -連携 ( 手段 )
・健康づくり推進員の経験を通したメンバーとの連携
・各地区の介護予防教室や町社協事業との連携

○ささえ -支援 ( 手段 )
・介護予防教室など、様々な健康増進につながる事業を支援
・自主サークルや閉じこもりがちな高齢者の軽運動の実施を支援

○いきる -健康 ( 目的 )
・軽運動などによる、参加者の笑いと笑顔
・レクリエーション協会のメンバーも一緒になって楽しみ、こころも体も元気

つなぎ・ささえ・いきる

健康体操の活動
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お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

シリーズ  地域福祉計画[２０１９　-２０２３]　取組事例 (第８回)
取組事例１４
汐南勝手に応援部

取組事例１５
しちがはまレクリエーション協会

汐南勝手に応援部は、汐見台南1丁目に住む有志が地区活動のサポート役として集まった、
新しいタイプの地区ボランティア団体です。

地区からの活動要請により、地区や分館事業のサポートや、ロータリー花壇整備と花の
植え替え、木や枝の伐採、分館法面の除草や防草シート施工など、その活動は多岐にわたり、
エンジン式刈払機などを使用することもあり、取り扱いに詳しい方から講習を受けてから活
動を行っています。

参加は、自分の都合の良い時だけで、ゴミ拾いなど勝手に活動を行うこともあります。

活動の主体は、40 ～ 70 歳の男性 7 割女性 3 割であり、汐見台南地区の様々な地区活動
をサポートしています。

○つなぎ -連携 ( 手段 )
・汐見台南 1丁目地区内の有志により、応援部を結成
・汐見台南地区との連携により活動を展開　

○ささえ -支援 ( 手段 )
・汐見台南地区の活動を陰で支える
・地区活動に参画したいという住民を応援部の設置により支援

○いきる -健康 ( 目的 )
・地区内ボランティア活動により、参加者のこころと体の健康を増進
・地区関係者からの感謝の気持ちによる、社会的な健康の増進

つなぎ・ささえ・いきる

実施主体 ( 団体 ) 汐南勝手に応援部
汐見台南１丁目に住む有志　27 名
平成 29 年より活動開始　平成 29 年実績　年 10 回活動

汐見台南地区活動のサポート役として、私でも何かお手伝いできることがあれ
ば協力したいという方が集まって活動をスタート

メンバー ( 対象 )
活動実績

主な活動内容

刈払機講習会 木や枝の伐採活動

しちがはまレクリエーション協会は、健康づくり推進員 OG など様々なレクリエーショ
ンの資格を持った方や看護師が、その経験を活かし軽運動などのレクリエーション活動を
行ったのをきっかけとして発足しました。

協会主催事業や各地区の介護予防教室、健康づくり推進員地区行事などその活動は多岐
にわたっています。

参加者は、ユーモアあふれる説明と指導により、軽運動やゲームなど、知らない間に自
然と体を動かすことにより、こころも体もリフレッシュし、メンバーと一緒に楽しいひと
ときを過ごしています。

実施主体 ( 団体 ) しちがはまレクリエーション協会
レクリエーションインストラクター 17 名を含む 31 名
平成 18 年愛好会を経て平成 20 年発足　平成 29 年度実績　計 488 回活動

各地区での介護予防教室インストラクターや元気クラブ「こでらんね」での活
動、社協主催土曜喫茶室での軽運動指導　など

メンバー ( 対象 )
活動実績

主な活動内容

○つなぎ -連携 ( 手段 )
・健康づくり推進員の経験を通したメンバーとの連携
・各地区の介護予防教室や町社協事業との連携

○ささえ -支援 ( 手段 )
・介護予防教室など、様々な健康増進につながる事業を支援
・自主サークルや閉じこもりがちな高齢者の軽運動の実施を支援

○いきる -健康 ( 目的 )
・軽運動などによる、参加者の笑いと笑顔
・レクリエーション協会のメンバーも一緒になって楽しみ、こころも体も元気

つなぎ・ささえ・いきる

健康体操の活動
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ふれ愛
くらぶ
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※クイズの回答は、町内の方に限らせていただきます。

　１月２６日、国際村
で「あそぶさございん
七ヶ浜 de お正月」を開
催しました。
　さて、当日の催し物
では、何が披露された
でしょうか。

（ア）　マジック　
（イ）　吉田浜獅子舞
（ウ）　ダンス

クイズ

【応募方法】
答え、住所、氏名を明
記の上、３月３１日
（火）まで「ふれ愛くら
ぶ」へご応募くださ
い。

２月号の答えは、
（ウ）１７６名でした。

今月号の中からヒント
を見つけよう！　正解
者の中から、500円分の
図書カードをプレゼン
トします。

図書
カードをもらおう

アラカルトアラカルト

♪

♪

♪
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子育て支援センターに
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お子さんの写真やイラスト

お待ちしています

　「ふれ愛くらぶ」では、イラ

スト、クイズ、お子さんの写真な

ど、お待ちしています！

　持参、封書、ハガキ、FAX、メ

ールで下記までお送りください。

【宛先】

広報しちがはま「ふれ愛くらぶ」

七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５－１

☎357-2117（直通）
fax357-5744（役場代表）

　　　　✉kouhou@shichigahama.com

お問い合わせは、健康増進課保健指導係まで　☎357－7448

※お問い合わせは、図書センターまで ☎357-3302

こ

と

　き

　メバルは日本中で獲れる代表的な近海魚です。眼が大きく張り出している
ことから、「眼張 ( メバル )」と呼ばれるようになったそうです。　早春の海の
代表的な魚でもあり、「目春」と書いたり、「春告魚」とも呼ばれています。
産地と種類
　北海道から九州まで各地で漁獲される魚ですが、各地で獲れる魚種も違
い、特に寒い地方の方が獲れる種類も多いです。一般的には体色やヒレの違
い等で、主に「アカメバル」「クロメバル」「シロメバル」の三種と、「ウスメバ
ル」「エゾメバル」他多数に分類され、呼び方は地域によって様々です。
旬のちがい
　「アカメバル」「クロメバル」「シロメバル」は秋口から産卵前の年明けくら
いまでが、脂がのっておいしいといわれていますが、東北地方でメバルと呼
ばれる「ウスメバル」は、３～５月が多く出回る時期です。筍が出始める頃に
おいしくなることから、「筍メバル」とも呼ばれています。
メバルを使ったニュー

メバルと筍の煮つけ
材料　２人分

メバル・・・・２尾
水煮筍・・・・１５０ｇ
生　姜・・・・１かけ
だし汁・・・・２００ml
酒・・・・・・８０ml
みりん・・大さじ２・1/2
砂　糖・・大さじ１・1/2 
しょうゆ・・大さじ２・1/2

＜つくりかた＞
①メバルはうろことエラ・ワタを取り除き、水

気をペーパーでふきとり、両面の身の厚いと
ころに切り込みを入れておく。

②筍は穂先と軸に分け、それぞれくし型切り、
いちょう切りにする。生姜は半分を薄切り、
残りをせん切りにする。

③なべにだし汁・酒・みりん・砂糖・しょう
ゆを入れ、煮立ったらメバルを並べ、薄切り
の生姜を加える。

④再び煮立ったら煮汁を回しかけ、中火で５分
ほど煮て筍を加え、落しぶたをして１５分ほ
ど煮含める。

⑤火を止め、少し時間をおいて皿に盛りつけ、
せん切りにした生姜をのせる。

※わかめを添えてもおいしいです。　
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※

旧
か
な
使
い

　生涯学習センター内で貸出しを行っています。
また、他館から本を借りることも可能です。

●場所：生涯学習センター 1階
●開館時間：午前9時～午後5時
●3月・4月の休館日
　3/2(月)、3/9(月)、3/16(月)、3/23(月)、
　3/27(金)、3/30(月)、4/6(月)、4/13(月)、
　4/20(月)、4/24(金)、4/27(月)

生涯学習センター内で貸出しを行っています！

☆一般図書☆

■風神雷神　上・下

■希望という名のアナログ日記

■ファースト　クラッシュ　

■はんぶんのユウジと

■ツナグ　想い人の心得

■夜はおしまい

■さんかく

■50過ぎたら、暮らしは単純、気持ちは豊かに

■たまひよ　赤ちゃんのしあわせ名前事典　2020～2021年版

■魚屋三代目の魚のおろし方と料理

原田 マハ 著

角田 光代 著

　山田 詠美 著

壇 蜜 著

辻村 深月 著

島本 理生 著

千早 茜 著

沖 幸子 著

たまごクラブ 編

魚屋三代目 著
こ ほん

☆子どもの本☆

■チコちゃんに 叱られる　 おとうさん　おかあさんといっしょにすごせるじかんはどれくらい？

■5分後に超ハッピーエンド

■かがみとチコリ

■ノラネコぐんだん　カレーライス

■わたしのわごむはわたさない

■あらいぐまのせんたくもの

海老 克哉 文・オオシカ ケンイチ 絵

エブリスタ 編

角野 栄子 文・及川 賢治 絵

工藤 ノリコ 著

ヨシタケ シンスケ 作・絵

大久保 雨咲 作・相野谷 由起 絵

3月・4月の行事

図書センター
新刊
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けん  じ

おはなしかい　　
3/19（木）、4/16（木）　午前 10 時 30 分～
　●ところ　生涯学習センター内キッズルーム

えほんのよみきかせ・手遊びのほか、紙芝居や
英語のよみきかせをしています。どんなプログ
ラムになるかはお楽しみになります！親子で楽
しいひとときをおすごしください。

１０冊貸出を実施します
　子どもの読書の日に合わせ、4/23（木）～ 5/12

（火）までの期間中は、通常 5 冊のところ、10 冊
まで借りることができます。
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代表的な魚でもあり、「目春」と書いたり、「春告魚」とも呼ばれています。
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ころに切り込みを入れておく。

②筍は穂先と軸に分け、それぞれくし型切り、
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残りをせん切りにする。
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ど煮含める。
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■チコちゃんに 叱られる　 おとうさん　おかあさんといっしょにすごせるじかんはどれくらい？

■5分後に超ハッピーエンド
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ラムになるかはお楽しみになります！親子で楽
しいひとときをおすごしください。

１０冊貸出を実施します
　子どもの読書の日に合わせ、4/23（木）～ 5/12
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357-7437
357-2115
357-7438
357-2117
357-7439
357-7455
357-7440
357-7441
357-7442

　産業課(水産商工係)

(農政係)

町民課(戸籍住民係)
(国保年金係)

　地域包括支援センター
健康増進課(高齢者福祉係)

(保健指導係)
地域福祉課

　会　計　課
　税務課（固定資産税係)

（住民税係)

357-7443
357-7444
357-7445
357-7446

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452

町税等徴収特別対策室
環境生活課
子育て支援センター
水道事業所(上水道係)

　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7453
357-7454
362-7731
357-7456
357-7457

357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
357-7890

766-8205
357-7920
357-5031
361-5911
366-0444
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349
349-6016

観光交流センター
アクアゆめクラブ
町民プール
給食センター
遠山保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署
防災無線確認番号

357-7458
357-7447357-7447

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　２
０
１
９
年
度
町
税
の
納
期
限
が
過
ぎ

ま
し
た
。納
付
書
を
も
う
一
度
確
認
し
、
お

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。納
期
限
が
過

ぎ
て
一
定
期
間
を
経
過
し
て
も
未
納
が
続

き
ま
す
と
、
本
税
に
加
え
て
督
促
手
数
料
と

延
滞
金
も
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

３
月
の
納
税

（
納
期
限
３
月
27
日
）

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
９
期

で
、納
期
限
は
３
月
27
日（
金
）で
す
。

　納
期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

357
７
４
５
３

357
７
４
５
３

町
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

広
報
し
ち
が
は
ま
２
月
号
・
七
ヶ
浜
ラ
イ

フ
カ
レ
ン
ダ
ー
２
月
、
３
月
に
地
区
割
り
申

告
日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　給
与
収
入
（
パ
ー
ト
を
含
む
）
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

営
業
や
不
動
産
等
の
事
業
所
得
の
場
合
は
、

収
支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要
で
す
。

　申
告
を
し
な
い
と
、
過
料
が
科
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
所
得
税
の
場
合
、
期
限

後
に
申
告
す
る
と
本
来
の
税
金
以
外
に
加

算
税
や
延
滞
税
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
き
）を
推
進
し
て
い
ま
す

　町
で
は
、
宮
城
県
で
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給

与
天
引
き
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「
特
別
徴
収
」と
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
給
与
支
払
者
が「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
市
町
村
か
ら
指
定
を
受
け
、
従
業
員

の
方
の
住
民
税
（
個
人
の
県
民
税
お
よ
び
町

民
税
）
を
毎
月
の
給
与
か
ら
引
き
去
り
（
天

引
き
）
に
よ
り
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
の
納
期
が
年

４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12

回
で
あ
る
た
め
１
回
あ
た
り
の
納
付
額
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
、
従
業
員
自
ら
が
金
融

機
関
等
へ
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間
が
省

か
れ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

よ
う
に
非
正
規
雇
用
者
で
あ
っ
て
も
、
不
定

期
雇
用
で
な
い
限
り
特
別
徴
収
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　令
和
２
年
５
月
31
日
ま
で
に
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
別

途
、
通
知
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

確
定
申
告
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
確

定
申
告
時
に
番
号
確
認
を
で
き
る
書
類
及

び
身
元
確
認
を
で
き
る
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
場
合（
①
・
②
の
両
方
が
必
要
で
す
）

①
通
知
カ
ー
ド
や
住
民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
の
あ
る
も
の
）
の
本
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
を
い
ず
れ
か

１
つ
。

②
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
記
載

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
を
い
ず
れ
か

１
つ
。た
だ
し
、
保
険
証
等
の
写
真
表
示

の
な
い
も
の
で
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
場
合
は
、
２
種
類
の
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。

　な
お
、
親
族
以
外
の
代
理
人（
税
理
士
等
）

の
方
が
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
委
任

状
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

確
定
申
告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
申
告
す
る
方
へ

　所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
最
初
の
年
分
に
つ
い
て
は
、
必
ず

「（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
の
計
算
明
細
書
」
を
添
付
し
て
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
２
年
目
以
降
の
適
用
を
確
定
申
告

で
申
告
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
第
二
表

「
特
例
適
用
条
文
等
」
欄
に
必
ず
居
住
開
始

年
月
日
等
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。記
載
が
な
い
場
合
、
個
人
町
県
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。忘

れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

所
得
申
告
（
所
得
税
確
定
申
告
・

住
民
税
申
告
）
に
算
入
で
き
る
町

税
等
の
確
認

　国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
に
な
り
、
固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車
税

は
、
事
業
用
の
経
費（
租
税
公
課
）に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
納
付
の
方
は
、

所
得
申
告
の
際
に
、
次
の
要
領
で
所
得
控
除

や
事
業
用
所
得
の
経
費
と
し
て
算
入
す
る

分
の
支
払
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　原
則
と
し
て
、
そ
の
年
に
支
払
っ
た
税
金

等
が
、
所
得
控
除
や
経
費
に
算
入
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
と
、
納

期
限
日
ご
と
の
支
払
い
の
場
合
、
２
０
１
９

年
中
の
支
払
い
分
（
前
年
度
７
期
分
か
ら
今

年
度
６
期
分
ま
で
）
が
算
入
で
き
ま
す
（
今

年
度
７
〜
９
期
分
は
翌
年
の
申
告
時
）。
ま

た
、
本
来
な
ら
２
０
１
９
年
以
前
に
支
払
う

べ
き
も
の
を
、
２
０
１
９
年
中
に
支
払
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
分
も
算
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
２
０
１
９
年
中
に
支
払
う
べ
き
も
の

を
翌
年
以
降
に
支
払
う
場
合
は
、
支
払
い
を

し
た
年
分
の
申
告
時
の
算
入
と
な
り
、
２
０

１
９
年
分
へ
の
算
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

消
費
税
・
譲
渡
所
得
の
申
告
は
直

接
税
務
署
で
!!

　２
０
１
９
年
分
の
消
費
税
、
譲
渡
所
得

（
株
式
等
・
土
地
や
建
物
の
売
却
）、
配
当
所

得
の
申
告
は
、
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
行
わ

れ
る
確
定
申
告
作
成
会
場
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト

塩
釜
）
で
直
接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
役
場

の
申
告
会
場
で
は
、受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

　た
だ
し
、
２
０
１
９
年
中
に
地
方
公
共
団

体
等
か
ら
土
地
の
買
い
取
り
が
行
わ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
申
告
会
場
で
も
申

告
が
可
能
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試

験（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　３
月
27
日（
金
）〜
４
月
８
日（
水
）

●
受
験
申
込
方
法

　

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

※

受
験
資
格
や
試
験
日
程
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
ま
で

263
１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

357
７
４
５
２

388
６
０
３
３

235
２
５
１
７

軽
自
動
車
の
手
続
き

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時
点
に
軽
自

動
車
の
定
置
場
の
あ
る
市
町
村
に
て
、
所
有

者
の
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。廃
車
等
を
す
る

予
定
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、
県
外

で
手
続
き
を
行
っ
た

場
合
、市
町
村
へ
の
通

知
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
ヶ
浜

町
役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
各
軽
自
動
車
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
先

●
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）・

小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
七
ヶ
浜

町
役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で

　

●
軽
二
輪
（
１
２
６
〜
２
５
０
cc
以
下
）・

軽
三
輪
・
軽
四
輪
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県

軽
自
動
車
協
会
ま
で

　

●
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
１
cc
以
上
）

に
つ
い
て
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支

局
ま
で
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暮
ら
し
の
相
談
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■
行
政
相
談

　
行
政(

国･

県･

町)

に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
瀬
戸 

源
市
（
東
）

　
　
相
澤
　

ま
り
子（
笹
）

■
人
権
相
談

　
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
伊
藤 

せ
い
子（
代
）
鎌
田 

陽
子
（
花
）

　
　
引
地 

淑
子
（
笹
）
原
田
　 

武
（
要
）

　
　
米
　 

勝
次
（
汐
南
）

 
 
 
 

仙
台
法
務
局
塩
竈
支
局

■
生
活
相
談

　
生
活
上
の
心
配
事
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
各
地
区
の
民
生
委
員

※
行
政･

人
権･

生
活
相
談
は
次
の
と
お
り

　
と
　
き
　
３
月
10
日
（
火
）
、
４
月
14
日(

火)

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 
 

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

■
無
料
法
律
相
談(

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す)

　
と
　
き
　
３
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
（
一
人
30
分
）

 
 

と
こ
ろ
　
水
道
庁
舎
２
階

　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す(

先
着
順)

。

　
　
ご
予
約
は
総
務
課
ま
で

■
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
や
多
重
債
務
に
関
す
る
相
談

　
●
相
談
委
員
　
村
上 

妙
子
（
境
）

　
と
　
き
　
３
月
５
日
、12
日
、19
日
、26
日

　       

　
４
月
２
日
、９
日
、16
日
、23
日
、30
日

　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
と
こ
ろ
　
役
場
相
談
室

　
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
課
ま
で

■
身
体
障
害
者
相
談

　
障
害
の
悩
み
や
社
会
保
障
制
度
の
相
談

　
●
相
談
委
員

　
　
鈴
木
　
安
彦
（
東
）

　
　
安
部
　
君
夫
（
汐
）

　
　
伊
藤
　
政
治
（
笹
）

■
知
的
障
害
者
相
談 

 
 
 

　
　
髙
橋
　
洋
子
（
汐
南
）
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役場代表番号

 議会事務局

 総　務　課

 防災対策室

 財政課(財政係)

（管財係）

政　策　課

復興推進課(復興推進係）

(復興土地区画整理係 )

教育総務課

建設課(管理係)

　　　　(建設係)

公共機関等電話番号
357-2111
357-7435
357-7436
357-7437
357-2115
357-7438
357-2117
357-7439
357-7455
357-7440
357-7441
357-7442

　産業課(水産商工係)

(農政係)

町民課(戸籍住民係)
(国保年金係)

　地域包括支援センター
健康増進課(高齢者福祉係)

(保健指導係)
地域福祉課

　会　計　課
　税務課（固定資産税係)

（住民税係)

357-7443
357-7444
357-7445
357-7446

357-7448
357-7449
357-7450
357-7451
357-7452

町税等徴収特別対策室
環境生活課
子育て支援センター
水道事業所(上水道係)

　　　　　　(下水道係)
　　　　　　(施設係)
生涯学習センター
老人福祉センター「浜風」
歴史資料館
七ヶ浜国際村
アクアリーナ

357-7453
357-7454
362-7731
357-7456
357-7457

357-3302
357-4976
365-5567
357-5931
357-7890

766-8205
357-7920
357-5031
361-5911
366-0444
366-6141
357-4796
349-7781
357-6039
357-2216
357-4349
349-6016

観光交流センター
アクアゆめクラブ
町民プール
給食センター
遠山保育所
まつぼっくり広場
あ さ ひ 園
社会福祉協議会
シルバー人材センター
七 ヶ 浜 交 番
七ヶ浜消防署
防災無線確認番号

357-7458
357-7447357-7447

※お電話をお掛けになる際は、掛け間違えのないようお願いします。

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　２
０
１
９
年
度
町
税
の
納
期
限
が
過
ぎ

ま
し
た
。納
付
書
を
も
う
一
度
確
認
し
、
お

早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。納
期
限
が
過

ぎ
て
一
定
期
間
を
経
過
し
て
も
未
納
が
続

き
ま
す
と
、
本
税
に
加
え
て
督
促
手
数
料
と

延
滞
金
も
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

３
月
の
納
税

（
納
期
限
３
月
27
日
）

　今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
第
９
期

で
、納
期
限
は
３
月
27
日（
金
）で
す
。

　納
期
限
ま
で
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
督
促

手
数
料
お
よ
び
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
税
等
徴
収
特
別
対

策
室
ま
で

357
７
４
５
３

357
７
４
５
３

町
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　町
県
民
税
の
申
告
は
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

広
報
し
ち
が
は
ま
２
月
号
・
七
ヶ
浜
ラ
イ

フ
カ
レ
ン
ダ
ー
２
月
、
３
月
に
地
区
割
り
申

告
日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　給
与
収
入
（
パ
ー
ト
を
含
む
）
の
場
合
は
、

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

営
業
や
不
動
産
等
の
事
業
所
得
の
場
合
は
、

収
支
内
訳
書
の
作
成
が
必
要
で
す
。

　申
告
を
し
な
い
と
、
過
料
が
科
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
所
得
税
の
場
合
、
期
限

後
に
申
告
す
る
と
本
来
の
税
金
以
外
に
加

算
税
や
延
滞
税
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
）。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給
与

天
引
き
）を
推
進
し
て
い
ま
す

　町
で
は
、
宮
城
県
で
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
給
与
所
得
者
の
特
別
徴
収
（
給

与
天
引
き
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「
特
別
徴
収
」と
は
、
地
方
税
法
の
規
定
に

よ
り
、
給
与
支
払
者
が「
特
別
徴
収
義
務
者
」

と
し
て
市
町
村
か
ら
指
定
を
受
け
、
従
業
員

の
方
の
住
民
税
（
個
人
の
県
民
税
お
よ
び
町

民
税
）
を
毎
月
の
給
与
か
ら
引
き
去
り
（
天

引
き
）
に
よ
り
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
の
納
期
が
年

４
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
徴
収
は
年
12

回
で
あ
る
た
め
１
回
あ
た
り
の
納
付
額
が

少
な
く
な
る
こ
と
や
、
従
業
員
自
ら
が
金
融

機
関
等
へ
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間
が
省

か
れ
る
た
め
、
納
税
義
務
者
の
利
便
性
が
向

上
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　原
則
と
し
て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
の

よ
う
に
非
正
規
雇
用
者
で
あ
っ
て
も
、
不
定

期
雇
用
で
な
い
限
り
特
別
徴
収
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　令
和
２
年
５
月
31
日
ま
で
に
特
別
徴
収

義
務
者
と
し
て
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
別

途
、
通
知
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

確
定
申
告
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
に
な
り
ま
す

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
確

定
申
告
時
に
番
号
確
認
を
で
き
る
書
類
及

び
身
元
確
認
を
で
き
る
書
類
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
場
合

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
場
合（
①
・
②
の
両
方
が
必
要
で
す
）

①
通
知
カ
ー
ド
や
住
民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
の
あ
る
も
の
）
の
本
人
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
を
い
ず
れ
か

１
つ
。

②
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
記
載

し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
持
ち
主
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
を
い
ず
れ
か

１
つ
。た
だ
し
、
保
険
証
等
の
写
真
表
示

の
な
い
も
の
で
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
場
合
は
、
２
種
類
の
確
認
で
き

る
書
類
が
必
要
で
す
。

　な
お
、
親
族
以
外
の
代
理
人（
税
理
士
等
）

の
方
が
申
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
委
任

状
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

確
定
申
告
で
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
申
告
す
る
方
へ

　所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を

受
け
る
最
初
の
年
分
に
つ
い
て
は
、
必
ず

「（
特
定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
額
の
計
算
明
細
書
」
を
添
付
し
て
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
２
年
目
以
降
の
適
用
を
確
定
申
告

で
申
告
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
書
第
二
表

「
特
例
適
用
条
文
等
」
欄
に
必
ず
居
住
開
始

年
月
日
等
、
必
要
事
項
を
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。記
載
が
な
い
場
合
、
個
人
町
県
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。忘

れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

所
得
申
告
（
所
得
税
確
定
申
告
・

住
民
税
申
告
）
に
算
入
で
き
る
町

税
等
の
確
認

　国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
に
な
り
、
固
定
資
産
税
や
軽
自
動
車
税

は
、
事
業
用
の
経
費（
租
税
公
課
）に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
納
付
の
方
は
、

所
得
申
告
の
際
に
、
次
の
要
領
で
所
得
控
除

や
事
業
用
所
得
の
経
費
と
し
て
算
入
す
る

分
の
支
払
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　原
則
と
し
て
、
そ
の
年
に
支
払
っ
た
税
金

等
が
、
所
得
控
除
や
経
費
に
算
入
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
で
す
と
、
納

期
限
日
ご
と
の
支
払
い
の
場
合
、
２
０
１
９

年
中
の
支
払
い
分
（
前
年
度
７
期
分
か
ら
今

年
度
６
期
分
ま
で
）
が
算
入
で
き
ま
す
（
今

年
度
７
〜
９
期
分
は
翌
年
の
申
告
時
）。
ま

た
、
本
来
な
ら
２
０
１
９
年
以
前
に
支
払
う

べ
き
も
の
を
、
２
０
１
９
年
中
に
支
払
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
分
も
算
入
で
き
ま
す
。

な
お
、
２
０
１
９
年
中
に
支
払
う
べ
き
も
の

を
翌
年
以
降
に
支
払
う
場
合
は
、
支
払
い
を

し
た
年
分
の
申
告
時
の
算
入
と
な
り
、
２
０

１
９
年
分
へ
の
算
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

消
費
税
・
譲
渡
所
得
の
申
告
は
直

接
税
務
署
で
!!

　２
０
１
９
年
分
の
消
費
税
、
譲
渡
所
得

（
株
式
等
・
土
地
や
建
物
の
売
却
）、
配
当
所

得
の
申
告
は
、
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
行
わ

れ
る
確
定
申
告
作
成
会
場
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト

塩
釜
）
で
直
接
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
役
場

の
申
告
会
場
で
は
、受
付
で
き
ま
せ
ん
）。

　た
だ
し
、
２
０
１
９
年
中
に
地
方
公
共
団

体
等
か
ら
土
地
の
買
い
取
り
が
行
わ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
申
告
会
場
で
も
申

告
が
可
能
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
住
民
税
係
ま

で

357
７
４
５
２

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試

験（
大
学
卒
業
程
度
）

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　３
月
27
日（
金
）〜
４
月
８
日（
水
）

●
受
験
申
込
方
法

　

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

※

受
験
資
格
や
試
験
日
程
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
ま
で

263
１
１
１
１
（
内
線
３
２
３
６
）

357
７
４
５
２

388
６
０
３
３

235
２
５
１
７

軽
自
動
車
の
手
続
き

　軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
時
点
に
軽
自

動
車
の
定
置
場
の
あ
る
市
町
村
に
て
、
所
有

者
の
方
に
課
税
さ
れ

ま
す
。廃
車
等
を
す
る

予
定
の
方
は
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。ま
た
、
県
外

で
手
続
き
を
行
っ
た

場
合
、市
町
村
へ
の
通

知
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
七
ヶ
浜

町
役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
各
軽
自
動
車
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
先

●
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）・

小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
七
ヶ
浜

町
役
場
税
務
課
住
民
税
係
ま
で

　

●
軽
二
輪
（
１
２
６
〜
２
５
０
cc
以
下
）・

軽
三
輪
・
軽
四
輪
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県

軽
自
動
車
協
会
ま
で

　

●
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
１
cc
以
上
）

に
つ
い
て
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支

局
ま
で
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357
７
４
４
６

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　退
職
等
に
よ
り
社
会
保
険
か
ら
国
民
健

康
保
険
へ
変
わ
る
方
、
ま
た
は
、
就
職
等
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
へ
変

わ
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪

失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　喪
失
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
そ
の

ま
ま
保
険
税
が
請
求
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
国
保
の
被
保
険
者
証
を
使
用
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　社
会
保
険
被
保
険
者
証
が
お
手
元
に
届

か
ず
、
医
療
機
関
を
受
診
の
際
は
、
健
康
保

険
が
切
り
替
わ
る
旨
を
、
医
療
機
関
窓
口
で

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の（
共
通
事
項
）

・
世
帯
主
の
認
印

・
世
帯
主
及
び
対
象
被
保
険
者
の
個
人
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
、通
知
カ
ー
ド
等
）

・
窓
口
に
来
庁
す
る
方
の
本
人
確
認
で
き

る
も
の（
運
転
免
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等
）
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会
保
険
か
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健
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へ
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＊
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民
課
国
保
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金
係

ま
で生

活
保
護
の
相
談

　宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
の
相
談

員
が
、役
場
に
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
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き

　３
月
11
日（
水
）及
び
25
日（
水
）

　午
前
10
時
〜
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３
時

●
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こ
ろ

　地
域
福
祉
課
窓
口
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談
希
望
の
方
は
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あ
ら
か
じ
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話
に

て
ご
連
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を
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し
ま
す
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福
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ま
で
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確
定
申
告

■
確
定
申
告
書
作
成
会
場

　所
得
税
等
（
譲
渡
所
得
を
含
む
）・
消

費
税
等
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
書
作
成

会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

●
と
き

　２
月
17
日
（
月
）
〜
３
月
16
日
（
月
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
と
こ
ろ

　マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階
「
マ

リ
ン
ホ
ー
ル
」（
塩
竈
市
港
町
１‐

４‐

１
）

※

会
場
開
設
期
間
前
は
、
塩
釜
税
務
署
内
を

含
め
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
会
場
開
設
期
間
中
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
　申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
申

告
書
の
作
成
に
１
時
間
以
上
要
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。会
場
を
利
用
さ
れ
る
際

に
は
、
開
設
時
間
内
に
申
告
書
を
作
成
で

き
る
よ
う
、
な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
【
午
後
３
時
前
の
ご
来
場
に
ご
協

力
願
い
ま
す
】。

　
　な
お
、
国
税
に
関
し
て
の
ご
相
談
・
ご

質
問
は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。塩
釜
税
務
署
に
電
話
し
て

い
た
だ
き
、
音
声
案
内
で「
０
」を
選
択
し

ま
す
と
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
つ
な

が
り
ま
す
。

■「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」の
送
付

　平
成
30
年
分
所
得
税
等
確
定
申
告
書

を
七
ヶ
浜
町
相
談
会
場
で
提
出
し
た
方

に
は
、
確
定
申
告
書
用
紙
に
代
え
て
、
申

告
に
必
要
な
情
報
を
印
字
し
た
「
お
知
ら

せ
は
が
き
」
又
は
「
お
知
ら
せ
通
知
書
」
が

送
付
と
な
り
ま
す
。相
談
の
際
に
持
参
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告

　国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
、
所
得

税
等
、
消
費
税
等
の
確
定
申
告
書
や
青
色

申
告
決
算
書
等
が
簡
単
に
作
成
で
き
る

ほ
か
、ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
直
接
送
信
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、塩
釜
税
務
署
ま
で

◆英語で dancing◆
　 国際交流員と一緒に英語の歌やダンスなどして親子
であそびましょう。英語に身近に触れることで子ども達
の英語耳を育てます。お母さんたちも自己研磨にいかが
ですか。参加は０歳児から OK です。
　●と　き　３月２日（月）、１６日（月）
　　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
　※時間内であればフリーで参加できます。
　

◆おもちゃ病院◆
　おもちゃ病院のドクターが来所し、壊れたおもちゃを
無料で直してくれますよ。
　●と　き　３月１３日（金）午前１０時～１１時３０分
　※おもちゃは、当日ご持参ください。どこが壊れて

いるか等聞き取りをします。
　　　部品交換した場合、部品代がかかることがあり

ます。又、当日直せない場合は後日の引き渡しと
なりますので、ご了承ください。

◆アロマの小部屋◆
　香りあそび、アロマクラフト、ハンドマッサージなど、
好きな香りに包まれて癒しのひと時を。香りのしおりの
プレゼントがあります。
　●と　き　３月１６日（月）午前１０時３０分～正午

◆ママお茶会◆
　土井先生のいれた抹茶と和菓子でほっと一息いかが
ですか。限定10 組。
　●と　き　３月１８日（水）午前１０時～１１時

◆あそぼ・あそぼ◆
　今回は「お楽しみ会」です。ゲーム等、楽しいことがも
りだくさん♪気軽に参加してね！　後半は、ぽっけの会
さんによるポトフ会食会があります。
　●と　き　３月２７日（金）午前１０時～正午
　●持ち物　主食、ポトフ用お椀、スプーン、飲み物等

◆子育てママサポート事業の案内◆

　父母の育児負担の軽減を目的に、子育てから解放され

る時間を作る子育てママサポート事業を行っています。

内容は、一時保育の無料利用券の発行で、対象は満1歳

から 2 歳誕生日前日までの幼児となります。事前に子育

て支援センターにて利用登録が必要です。その他、詳し

くは子育て支援センターまでお問い合わせください。

◆託児サポート事業の案内◆

　「子育ての援助を受けたい方( 利用会員 )」と「子育て

の援助を行うことができる方 ( 託児サポート協力員 )」

が会員登録し、仕事で遅くなる時など保育所や児童保育

館のお迎えや、用事があるので預かってほしい時など託

児サポート協力員が有償で育児の援助活動を行う事業

です。詳しくは子育て支援センターにお問い合わせくだ

さい。

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　☎362-7731

子育て支援センターだより

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆

　子育て支援センターを開放します。お子さんと一緒

に、自由に遊べる広場で、お母さん同士の情報交換、仲

間作りの場にもなっています。また、保育士が子育ての

相談に応じています。おじいちゃん、おばあちゃん、地域

の方々も気軽に遊びに来てくださいね。　

　●と　き　平日午前９時～午後５時

　※都合により変更する場合もあります。

◆一時保育の案内◆

　遠山保育所内かきのみ組で 1 歳以上就学前児童の一

時保育を行っています。急用等でお子さんの保育に困

った時、ママのリフレッシュの時などにご利用してくだ

さい。詳しくは子育て支援センターまでお問い合わせ

ください。

子どもの育つ力を信じる　

　春は、旅立ちの季節です。4 月から保育園、幼稚園、
学校にと、新たな一歩を踏み出す子どもがいるご家
庭では、あれこれと準備をしながら、子どもの成長を
喜んでいることと思います。と同時に、「親元から離
れ、一人で大丈夫かな」といった心配や不安を抱えて
いる親も・・・。「子どもが困らないように」という
思いから、出来ないことを練習したり、注意したり
と、しつけにラストスパートがかかっていませんか。
　一方、子どもは、新しい世界に期待や楽しみでワク
ワク。そんなところに、親からいろいろ言われると、
不安や緊張が大きくなり、楽しみはどこへやら、子ど
もを追い込んでしまうことになりかねません。かと
いって、このままでは心配だし・・・。
　そんな時は、「子どもの育つ力を信じる」。この言葉
を思い出してください。子どもは、日々いろいろな事
を吸収し、成長しています。今日出来ないことも、明
日には出来るようになるかもしれない、大きな可能
性を秘めています。今までの子育てを振り返ってみ
てください。どうして出来ないの？と嘆いていたこ
とがいつの間にか出来
ていた、といった経験が
ありませんか。だから、
大丈夫！いつかはでき
るようになる！！子ど
もの力を信じ、この記念
すべき時を、親子でワク
ワク、楽しくお過ごしく
ださい。
PS）　日常の中で子育て
に行き詰まっている時
も、是非、この言葉を思
い出し、ひと呼吸してみ
てください。気持ちが楽
になりますよ。

　各地区避難所や公民分館で、おおむね６５歳以上の方
や介護予防に関心のある方が参加できる『介護予防教
室』を行っています。
　玄米ニギニギダンベル体操やストレッチ、レクリエー
ション等を楽しく行っていますの
で、皆さん是非ご参加ください。ま
た、遠山地区ではポールウォーキン
グ教室も実施していますので、どう
ぞご参加ください。
●時間　午前１０時～正午

 各地区介護予防教室　３月の日程

代)元気よがさきの会

湊浜地区避難所

松ヶ浜地区避難所

花渕浜地区避難所

吉田浜公民分館

代ヶ崎浜地区避難所

湊)ひまわりの会 11日、25日(水)

松)はまぎく会
5日(木)、
25日（水）

菖蒲田浜地区避難所菖)花菖蒲の会
10日、17日、
24日(火)

花)はなぶしまじゃらいん会
12日、19日、
26日(木)

9日、23日(月)吉)さくらの会

11日、25日(水)

 東宮浜地区交流センター
4日、18日、
25日(水)

東)すこやか明神会

遠山地区避難所
2日、9日、
16日(月)

遠)あんしんウォーク

要・御)さわやかにぎにぎクラブ
9日、16日、23日、

30日(月)

境)浜楽会

遠)かぶとむしの会 13日、27日(金)

6日、27日(金)

6日、13日、
27日(金)

12日、26日(木)

3日、10日、17日、
24日(火)

汐)悠々クラブ

汐南)しおさい南クラブ

亦)亦来会

要害・御林地区避難所

境山公民分館

遠山地区避難所

 汐見台第2公民分館

 汐見台南第1集会所

  亦楽公民分館

12日、19日、
26日(木)笹)やまぼうしの会   笹山地区避難所

お気軽にご参加ください！
各地区介護予防教室

お問い合わせは、健康増進課高齢者福祉係
地域包括支援センターまで　☎357-7447
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　退
職
等
に
よ
り
社
会
保
険
か
ら
国
民
健

康
保
険
へ
変
わ
る
方
、
ま
た
は
、
就
職
等
に

よ
り
国
民
健
康
保
険
か
ら
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会
保
険
へ
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わ
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪

失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
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の
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さ
れ
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ば
か
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く
、
国
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険
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し
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そ
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費
を
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還
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て
い
た
だ
く
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と
も
あ
り
ま
す
。

　社
会
保
険
被
保
険
者
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元
に
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医
療
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関
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診
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、
健
康
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が
切
り
替
わ
る
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、
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機
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。
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が
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も
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号
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も
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）
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釜
税
務
署
ま
で

◆英語で dancing◆
　 国際交流員と一緒に英語の歌やダンスなどして親子
であそびましょう。英語に身近に触れることで子ども達
の英語耳を育てます。お母さんたちも自己研磨にいかが
ですか。参加は０歳児から OK です。
　●と　き　３月２日（月）、１６日（月）
　　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分
　※時間内であればフリーで参加できます。
　

◆おもちゃ病院◆
　おもちゃ病院のドクターが来所し、壊れたおもちゃを
無料で直してくれますよ。
　●と　き　３月１３日（金）午前１０時～１１時３０分
　※おもちゃは、当日ご持参ください。どこが壊れて

いるか等聞き取りをします。
　　　部品交換した場合、部品代がかかることがあり

ます。又、当日直せない場合は後日の引き渡しと
なりますので、ご了承ください。

◆アロマの小部屋◆
　香りあそび、アロマクラフト、ハンドマッサージなど、
好きな香りに包まれて癒しのひと時を。香りのしおりの
プレゼントがあります。
　●と　き　３月１６日（月）午前１０時３０分～正午

◆ママお茶会◆
　土井先生のいれた抹茶と和菓子でほっと一息いかが
ですか。限定10 組。
　●と　き　３月１８日（水）午前１０時～１１時

◆あそぼ・あそぼ◆
　今回は「お楽しみ会」です。ゲーム等、楽しいことがも
りだくさん♪気軽に参加してね！　後半は、ぽっけの会
さんによるポトフ会食会があります。
　●と　き　３月２７日（金）午前１０時～正午
　●持ち物　主食、ポトフ用お椀、スプーン、飲み物等

◆子育てママサポート事業の案内◆

　父母の育児負担の軽減を目的に、子育てから解放され

る時間を作る子育てママサポート事業を行っています。

内容は、一時保育の無料利用券の発行で、対象は満1歳

から 2 歳誕生日前日までの幼児となります。事前に子育

て支援センターにて利用登録が必要です。その他、詳し

くは子育て支援センターまでお問い合わせください。

◆託児サポート事業の案内◆

　「子育ての援助を受けたい方( 利用会員 )」と「子育て

の援助を行うことができる方 ( 託児サポート協力員 )」

が会員登録し、仕事で遅くなる時など保育所や児童保育

館のお迎えや、用事があるので預かってほしい時など託

児サポート協力員が有償で育児の援助活動を行う事業

です。詳しくは子育て支援センターにお問い合わせくだ

さい。

お申し込み・お問い合わせは、子育て支援センターまで　☎362-7731

子育て支援センターだより

◆みんなで遊べる「すまいる広場」◆

　子育て支援センターを開放します。お子さんと一緒

に、自由に遊べる広場で、お母さん同士の情報交換、仲

間作りの場にもなっています。また、保育士が子育ての

相談に応じています。おじいちゃん、おばあちゃん、地域

の方々も気軽に遊びに来てくださいね。　

　●と　き　平日午前９時～午後５時

　※都合により変更する場合もあります。

◆一時保育の案内◆

　遠山保育所内かきのみ組で 1 歳以上就学前児童の一

時保育を行っています。急用等でお子さんの保育に困

った時、ママのリフレッシュの時などにご利用してくだ

さい。詳しくは子育て支援センターまでお問い合わせ

ください。

子どもの育つ力を信じる　

　春は、旅立ちの季節です。4 月から保育園、幼稚園、
学校にと、新たな一歩を踏み出す子どもがいるご家
庭では、あれこれと準備をしながら、子どもの成長を
喜んでいることと思います。と同時に、「親元から離
れ、一人で大丈夫かな」といった心配や不安を抱えて
いる親も・・・。「子どもが困らないように」という
思いから、出来ないことを練習したり、注意したり
と、しつけにラストスパートがかかっていませんか。
　一方、子どもは、新しい世界に期待や楽しみでワク
ワク。そんなところに、親からいろいろ言われると、
不安や緊張が大きくなり、楽しみはどこへやら、子ど
もを追い込んでしまうことになりかねません。かと
いって、このままでは心配だし・・・。
　そんな時は、「子どもの育つ力を信じる」。この言葉
を思い出してください。子どもは、日々いろいろな事
を吸収し、成長しています。今日出来ないことも、明
日には出来るようになるかもしれない、大きな可能
性を秘めています。今までの子育てを振り返ってみ
てください。どうして出来ないの？と嘆いていたこ
とがいつの間にか出来
ていた、といった経験が
ありませんか。だから、
大丈夫！いつかはでき
るようになる！！子ど
もの力を信じ、この記念
すべき時を、親子でワク
ワク、楽しくお過ごしく
ださい。
PS）　日常の中で子育て
に行き詰まっている時
も、是非、この言葉を思
い出し、ひと呼吸してみ
てください。気持ちが楽
になりますよ。

　各地区避難所や公民分館で、おおむね６５歳以上の方
や介護予防に関心のある方が参加できる『介護予防教
室』を行っています。
　玄米ニギニギダンベル体操やストレッチ、レクリエー
ション等を楽しく行っていますの
で、皆さん是非ご参加ください。ま
た、遠山地区ではポールウォーキン
グ教室も実施していますので、どう
ぞご参加ください。
●時間　午前１０時～正午

 各地区介護予防教室　３月の日程

代)元気よがさきの会

湊浜地区避難所

松ヶ浜地区避難所

花渕浜地区避難所

吉田浜公民分館

代ヶ崎浜地区避難所

湊)ひまわりの会 11日、25日(水)

松)はまぎく会
5日(木)、
25日（水）

菖蒲田浜地区避難所菖)花菖蒲の会
10日、17日、
24日(火)

花)はなぶしまじゃらいん会
12日、19日、
26日(木)

9日、23日(月)吉)さくらの会

11日、25日(水)

 東宮浜地区交流センター
4日、18日、
25日(水)

東)すこやか明神会

遠山地区避難所
2日、9日、
16日(月)

遠)あんしんウォーク

要・御)さわやかにぎにぎクラブ
9日、16日、23日、

30日(月)

境)浜楽会

遠)かぶとむしの会 13日、27日(金)

6日、27日(金)

6日、13日、
27日(金)

12日、26日(木)

3日、10日、17日、
24日(火)

汐)悠々クラブ

汐南)しおさい南クラブ

亦)亦来会

要害・御林地区避難所

境山公民分館

遠山地区避難所

 汐見台第2公民分館

 汐見台南第1集会所

  亦楽公民分館

12日、19日、
26日(木)笹)やまぼうしの会   笹山地区避難所

お気軽にご参加ください！
各地区介護予防教室

お問い合わせは、健康増進課高齢者福祉係
地域包括支援センターまで　☎357-7447
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住
所
の
各
種
届
出
に
は
届
出
期
間

が
あ
り
ま
す

●
転
出
届

　町
外
に
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に
す

る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
転
出
予
定
日

の
14
日
前
ま
た
は
、
住
み
始
め
て
か
ら
14

日
以
内
で
す
。

●
転
居
届

　町
内
で
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に
す

る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
住
み
始
め
て

か
ら
14
日
以
内
で
す
。

●
転
入
届

　町
外
か
ら
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に

す
る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

　　い
ず
れ
も
正
当
な
理
由
が
な
く
、
届
出
期

間
以
内
に
届
出
を
し
な
い
場
合
は
、
仙
台
簡

易
裁
判
所
よ
り
、
過
料（
５
万
円
以
下
）に
処

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
戸
籍
住
民
係

ま
で

257
６
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
方
へ

●
来
年
度
も
学
生
の
場
合

　毎
年
度
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　申
請
書
に
記
入
さ
れ
た
「
在
学
予
定
期

間
」
に
基
づ
き
、
３
月
末
頃
に
ハ
ガ
キ
形

式
の
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

記
入
い
た
だ
き
ご
返
送
く
だ
さ
い
。（
学

生
証
の
コ
ピ
ー
は
不
要
で
す
。）

　４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

や
、
学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
、
在
学
予
定

期
間
を
延
長
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
学
生

証
の
写
し
を
添
え
て
、
改
め
て
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
追
納（
つ
い
の
う
）制
度

　学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
付
（
追
納
）
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
将
来
受
け
取
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　追
納
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
お

申
込
み
が
必
要
で
す
。年
金
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
の
ご
案
内

　東
日
本
大
震
災
よ
り
９
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
、そ
の

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
大
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
を
追
悼
す
る
た

め
、次
の
と
お
り
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

●
と
き

　
　３
月
11
日（
水
）

　

　
　
　
　
　午
後
２
時
45
分
か
ら

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

●
追
悼
の
対
象
と
な
る
方

　・
町
内
外
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た

　
　町
民
の
方

　・
町
内
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た
町
民

　
　以
外
の
方

　・
行
方
不
明
の
方

※

一
般
の
方
の
参
列
も
可
能
で
す
。
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令
和
元
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種

　こ
れ
ま
で
に
一
度
も
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
に
、
１

人
１
回
の
公
費
助
成
に
よ
る
定
期
予
防
接

種
を
実
施
し
て
お
り
、
65
歳
の
対
象
者
に
は

平
成
31
年
４
月
に
予
診
票
（
紫
色
）
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
70
歳
以
上
の
対
象

と
な
る
方
は
随
時
発
行
し
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　対
象
と
な
る
年
度
内
に
お
い
て
の
み
定

期
接
種
と
し
て
公
費
助
成
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
未
接
種
の
方
は
お
早
め
に
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　３
月
31
日
ま
で

●
自
己
負
担
額

　５
，
５
０
０
円
を
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
接
種
費
用

８
，
５
０
０
円
の
う
ち
３
，
０
０
０
円
を

町
が
負
担
し
ま
す
。）

　
　な
お
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
費
用
が

免
除
に
な
り
ま
す
。※

生
活
保
護
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
令
和
元
年
度
接
種
対
象
者
（
た
だ
し
、
過

去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
歴
の
あ
る
方
は
、
助
成
の
対
象
外
で

す
。）

①
65
歳
と
な
る
方

　昭
和
29
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳
と
な
る
方

　昭
和
24
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳
と
な
る
方

　昭
和
19
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳
と
な
る
方

　昭
和
14
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳
と
な
る
方

　昭
和
９
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳
と
な
る
方

　昭
和
４
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳
と
な
る
方

　大
正
13
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
大
正
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
０
歳
と
な
る
方

　大
正
８
年
４
月
２

日
生
ま
れ
〜
大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
機
能
に
重
い
障
害

の
あ
る
方

※

今
年
度
対
象
の
方
は
、
３
月
末
日
が
期
限

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

過
去
に
一
度
で
も
接
種
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で
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令
和
元
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
・
梅
毒
検

査
・
肝
炎
検
査
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
受
付
の
実
施

●
実
施
日
・
受
付
日（
要
予
約
）

・
３
月
11
日
（
水
）、
25
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
予
約
受
付
日
・
時
間

・
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
そ
の
他

　検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所
疾
病
対
策
班
ま
で

363
５
５
０
４

引
き
こ
も
り
・

思
春
期
こ
こ
ろ
の
相
談

　引
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
家
庭

内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
問
題

で
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。専
門
ス
タ
ッ

フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。事
前
予
約
制
。

●
と
き

　３
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北
浜

４
丁
目
８-

15

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜

保
健
所
母
子
障
害
班
ま
で

365
３
１
５
３

357
７
４
４
７

家
族
会
カ
フ
ェ

　七
ヶ
浜
町
介
護
者
家
族
の
会
で
は
、
介
護

を
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
や
介
護
を
経
験

な
さ
っ
た
方
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し

合
え
る
場
を
設
け
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
楽
し

く
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

　是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

●
と
き

　３
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
浜
風
」内「
元
気
茶
屋
」

●
内
容

　

 

交
流
会
〜
お
茶
し
な
が
ら
お
話

し
ま
し
ょ
う
!!
〜

●
参
加
費

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

211
２
６
２
３

363
５
５
０
３

め
ざ
せ
！
受
動
喫
煙
ゼ
ロ

　健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
（
加
熱
式
た
ば

こ
を
含
む
）
か
ら
発
生
し
た
煙
や
蒸
気
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
も
影
響

が
あ
る
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、国
の
法
律
に

よ
り
、次
の
よ
う
に
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

■
４
月
１
日
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
お
店
（※

１
）が
原
則
屋
内
禁
煙（※

２
）で
す

※

１

　事
業
所
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
（
客
室
を

除
く
）、
美
・
理
容
室
、
デ
パ
ー
ト
、
飲
食

店
、娯
楽
施
設
な
ど

※

２

　喫
煙
専
用
室
、
加
熱
式
た
ば
こ
専
用

室
は
設
置
で
き
ま
す
。

●
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
満
た
し
た

場
合
、
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
、
店
内
全

部
又
は
一
部
を
喫
煙
し
な
が
ら
飲
食
可

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
保
健
所
に
届

出
が
必
要
で
す
）。

・
４
月
１
日
時
点
で
営
業
し
て
い
る

・
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
５
，

０
０
０
万
円
以
下

・
客
席
面
積
が
１
０
０
㎡
以
下

■
屋
内
で
の
喫
煙
は
、
標
識
の
あ
る
場
所
で

の
み
可
能
で
す

・
施
設
の
入
口
に
も
標
識
が
掲
示
さ
れ
ま
す
。

■
20
歳
未
満
の
方
は
、
屋
内
・
屋
外
に
関
わ

ら
ず
す
べ
て
の
喫
煙
エ
リ
ア
は
立
入
禁

止
と
な
り
ま
す

・
た
と
え
客
・
従
業
員
で
あ
っ
て
も
立
入

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に

・
喫
煙
を
す
る
際
は
、
屋
外
や
家
庭
で
あ
っ

て
も
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
、
吸
わ
な
い
人
も
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
護
者
等
は
、
20
歳
未
満
の
受
動
喫
煙
防

止
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

宮
城
県
塩
釜
保
健
所

宮
城
県
健
康
推
進
課
ま
で

357
７
４
４
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
で
『
同
じ
こ

と
を
何
度
も
聞
い
た
り
言
っ
た
り
す
る
』

『
以
前
よ
り
も
物
忘
れ
が
多
い
』
等
、
最
近

ち
ょ
っ
と
心
配
に
感
じ
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？　も

し
か
し
た
ら
、
そ
の
方
は
認
知
症
の
は

じ
ま
り
で
、
戸
惑
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。皆
さ
ん
、『
認
知
症
』に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　３
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
水
道
事
業
庁
舎

　

２
階

　研
修
室

●
内
容

　講
話｢

認
知
症
を
学
び

　地
域
で

支
え
よ
う
！
」

●
講
師

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
七
ヶ
浜
桜
の

家
』管
理
者

　赤
間 

と
わ
子

　氏

　

●
参
加
費

　無
料
。受
講
後
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
受
講
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
込
み

　３
月
24
日
（
火
）
締
切
。電
話
か

直
接
窓
口
ま
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
地

域
や
職
場
、
学
校
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
方
を
温
か
く
見
守
り
、
で
き
る
範

囲
で
支
援
す
る
応
援
者
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

253
６
６
２
４

桜
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
七
ヶ
浜
桜
の
家
』
で

は
、「
桜
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。認

知
症
の
方
や
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ど
な
た
で
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
や
気
軽
な
お
茶
飲

み
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　３
月
13
日（
金
）午
後
２
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
七
ヶ
浜
桜

の
家
」交
流
室

●
参
加
料

　１
０
０
円

※

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
方
が
、
地

域
の
人
や
専
門
家
と
互
い
に
情
報
共
有

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
場
と
し
て
誰

で
も
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
七
ヶ
浜
桜
の
家
」幕
田
・
赤
間
ま
で
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357
７
４
４
５

住
所
の
各
種
届
出
に
は
届
出
期
間

が
あ
り
ま
す

●
転
出
届

　町
外
に
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に
す

る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
転
出
予
定
日

の
14
日
前
ま
た
は
、
住
み
始
め
て
か
ら
14

日
以
内
で
す
。

●
転
居
届

　町
内
で
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に
す

る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
住
み
始
め
て

か
ら
14
日
以
内
で
す
。

●
転
入
届

　町
外
か
ら
住
所
を
異
動
す
る
場
合
に

す
る
届
出
で
、
届
出
期
間
は
、
住
み
始
め

て
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

　　い
ず
れ
も
正
当
な
理
由
が
な
く
、
届
出
期

間
以
内
に
届
出
を
し
な
い
場
合
は
、
仙
台
簡

易
裁
判
所
よ
り
、
過
料（
５
万
円
以
下
）に
処

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
課
戸
籍
住
民
係

ま
で

257
６
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
方
へ

●
来
年
度
も
学
生
の
場
合

　毎
年
度
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　申
請
書
に
記
入
さ
れ
た
「
在
学
予
定
期

間
」
に
基
づ
き
、
３
月
末
頃
に
ハ
ガ
キ
形

式
の
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

記
入
い
た
だ
き
ご
返
送
く
だ
さ
い
。（
学

生
証
の
コ
ピ
ー
は
不
要
で
す
。）

　４
月
中
旬
に
な
っ
て
も
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

や
、
学
校
が
変
わ
っ
た
場
合
、
在
学
予
定

期
間
を
延
長
さ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
学
生

証
の
写
し
を
添
え
て
、
改
め
て
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
追
納（
つ
い
の
う
）制
度

　学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険

料
を
納
付
（
追
納
）
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
将
来
受
け
取
ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

　追
納
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
お

申
込
み
が
必
要
で
す
。年
金
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
仙
台
東
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
の
ご
案
内

　東
日
本
大
震
災
よ
り
９
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、被
災
さ
れ
た
皆
様
、そ
の

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
大
震
災
に
よ
り
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
様
を
追
悼
す
る
た

め
、次
の
と
お
り
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

●
と
き

　
　３
月
11
日（
水
）

　

　
　
　
　
　午
後
２
時
45
分
か
ら

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
国
際
村
ホ
ー
ル

●
追
悼
の
対
象
と
な
る
方

　・
町
内
外
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た

　
　町
民
の
方

　・
町
内
で
被
災
し
亡
く
な
ら
れ
た
町
民

　
　以
外
の
方

　・
行
方
不
明
の
方

※

一
般
の
方
の
参
列
も
可
能
で
す
。

357
７
４
３
６

令
和
元
年
度
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種

　こ
れ
ま
で
に
一
度
も
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
を
対
象
に
、
１

人
１
回
の
公
費
助
成
に
よ
る
定
期
予
防
接

種
を
実
施
し
て
お
り
、
65
歳
の
対
象
者
に
は

平
成
31
年
４
月
に
予
診
票
（
紫
色
）
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
70
歳
以
上
の
対
象

と
な
る
方
は
随
時
発
行
し
ま
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　対
象
と
な
る
年
度
内
に
お
い
て
の
み
定

期
接
種
と
し
て
公
費
助
成
を
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
未
接
種
の
方
は
お
早
め
に
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

　３
月
31
日
ま
で

●
自
己
負
担
額

　５
，
５
０
０
円
を
医
療
機

関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
接
種
費
用

８
，
５
０
０
円
の
う
ち
３
，
０
０
０
円
を

町
が
負
担
し
ま
す
。）

　
　な
お
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
費
用
が

免
除
に
な
り
ま
す
。※

生
活
保
護
証
明
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
令
和
元
年
度
接
種
対
象
者
（
た
だ
し
、
過

去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
歴
の
あ
る
方
は
、
助
成
の
対
象
外
で

す
。）

①
65
歳
と
な
る
方

　昭
和
29
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ

70
歳
と
な
る
方

　昭
和
24
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

75
歳
と
な
る
方

　昭
和
19
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

80
歳
と
な
る
方

　昭
和
14
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ

85
歳
と
な
る
方

　昭
和
９
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

90
歳
と
な
る
方

　昭
和
４
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

95
歳
と
な
る
方

　大
正
13
年
４
月
２
日

生
ま
れ
〜
大
正
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１
０
０
歳
と
な
る
方

　大
正
８
年
４
月
２

日
生
ま
れ
〜
大
正
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
機
能
に
重
い
障
害

の
あ
る
方

※

今
年
度
対
象
の
方
は
、
３
月
末
日
が
期
限

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

過
去
に
一
度
で
も
接
種
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
保
健
指

導
係
ま
で

357
７
４
４
８

令
和
元
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査
・
梅
毒
検

査
・
肝
炎
検
査
・
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
受
付
の
実
施

●
実
施
日
・
受
付
日（
要
予
約
）

・
３
月
11
日
（
水
）、
25
日
（
水
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
予
約
受
付
日
・
時
間

・
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
祝
祭
日
除
く
）

・
検
査
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
検
査
会
場

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北

浜
４
丁
目
８-

15

●
そ
の
他

　検
査
は
原
則
無
料
で
す

＊
ご
予
約
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
保

健
所
疾
病
対
策
班
ま
で

363
５
５
０
４

引
き
こ
も
り
・

思
春
期
こ
こ
ろ
の
相
談

　引
き
こ
も
り
・
不
登
校
・
い
じ
め
・
家
庭

内
暴
力
・
摂
食
障
害
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
問
題

で
お
悩
み
で
は
な
い
で
す
か
。専
門
ス
タ
ッ

フ
が
対
応
い
た
し
ま
す
。事
前
予
約
制
。

●
と
き

　３
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　塩
釜
保
健
所

　塩
竈
市
北
浜

４
丁
目
８-

15

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜

保
健
所
母
子
障
害
班
ま
で

365
３
１
５
３

357
７
４
４
７

家
族
会
カ
フ
ェ

　七
ヶ
浜
町
介
護
者
家
族
の
会
で
は
、
介
護

を
し
て
い
る
ご
家
族
の
方
や
介
護
を
経
験

な
さ
っ
た
方
が
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し

合
え
る
場
を
設
け
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
楽
し

く
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

　是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

●
と
き

　３
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー「
浜
風
」内「
元
気
茶
屋
」

●
内
容

　

 

交
流
会
〜
お
茶
し
な
が
ら
お
話

し
ま
し
ょ
う
!!
〜

●
参
加
費

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

211
２
６
２
３

363
５
５
０
３

め
ざ
せ
！
受
動
喫
煙
ゼ
ロ

　健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

　受
動
喫
煙
と
は
、
た
ば
こ
（
加
熱
式
た
ば

こ
を
含
む
）
か
ら
発
生
し
た
煙
や
蒸
気
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
も
影
響

が
あ
る
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、国
の
法
律
に

よ
り
、次
の
よ
う
に
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

■
４
月
１
日
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
お
店
（※

１
）が
原
則
屋
内
禁
煙（※

２
）で
す

※

１

　事
業
所
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
（
客
室
を

除
く
）、
美
・
理
容
室
、
デ
パ
ー
ト
、
飲
食

店
、娯
楽
施
設
な
ど

※

２

　喫
煙
専
用
室
、
加
熱
式
た
ば
こ
専
用

室
は
設
置
で
き
ま
す
。

●
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
条
件
を
満
た
し
た

場
合
、
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
、
店
内
全

部
又
は
一
部
を
喫
煙
し
な
が
ら
飲
食
可

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
保
健
所
に
届

出
が
必
要
で
す
）。

・
４
月
１
日
時
点
で
営
業
し
て
い
る

・
資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総
額
が
５
，

０
０
０
万
円
以
下

・
客
席
面
積
が
１
０
０
㎡
以
下

■
屋
内
で
の
喫
煙
は
、
標
識
の
あ
る
場
所
で

の
み
可
能
で
す

・
施
設
の
入
口
に
も
標
識
が
掲
示
さ
れ
ま
す
。

■
20
歳
未
満
の
方
は
、
屋
内
・
屋
外
に
関
わ

ら
ず
す
べ
て
の
喫
煙
エ
リ
ア
は
立
入
禁

止
と
な
り
ま
す

・
た
と
え
客
・
従
業
員
で
あ
っ
て
も
立
入

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に

・
喫
煙
を
す
る
際
は
、
屋
外
や
家
庭
で
あ
っ

て
も
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
ま

し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
を
吸
う
人
も
、
吸
わ
な
い
人
も
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
を
理

解
し
ま
し
ょ
う
。

・
保
護
者
等
は
、
20
歳
未
満
の
受
動
喫
煙
防

止
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、

宮
城
県
塩
釜
保
健
所

宮
城
県
健
康
推
進
課
ま
で

357
７
４
４
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　ご
近
所
や
お
知
り
合
い
の
方
で
『
同
じ
こ

と
を
何
度
も
聞
い
た
り
言
っ
た
り
す
る
』

『
以
前
よ
り
も
物
忘
れ
が
多
い
』
等
、
最
近

ち
ょ
っ
と
心
配
に
感
じ
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？　も

し
か
し
た
ら
、
そ
の
方
は
認
知
症
の
は

じ
ま
り
で
、
戸
惑
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。皆
さ
ん
、『
認
知
症
』に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

　３
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

●
と
こ
ろ

　七
ヶ
浜
町
水
道
事
業
庁
舎

　

２
階

　研
修
室

●
内
容

　講
話｢

認
知
症
を
学
び

　地
域
で

支
え
よ
う
！
」

●
講
師

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
七
ヶ
浜
桜
の

家
』管
理
者

　赤
間 

と
わ
子

　氏

　

●
参
加
費

　無
料
。受
講
後
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
受
講
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

●
申
込
み

　３
月
24
日
（
火
）
締
切
。電
話
か

直
接
窓
口
ま
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
地

域
や
職
場
、
学
校
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
の
方
を
温
か
く
見
守
り
、
で
き
る
範

囲
で
支
援
す
る
応
援
者
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
増
進
課
高
齢
者

福
祉
係

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

253
６
６
２
４

桜
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
『
七
ヶ
浜
桜
の
家
』
で

は
、「
桜
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。認

知
症
の
方
や
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ど
な
た
で
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
や
気
軽
な
お
茶
飲

み
場
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き

　３
月
13
日（
金
）午
後
２
時
〜
３
時

●
と
こ
ろ

　グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
七
ヶ
浜
桜

の
家
」交
流
室

●
参
加
料

　１
０
０
円

※

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」と
は

　認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
方
が
、
地

域
の
人
や
専
門
家
と
互
い
に
情
報
共
有

し
、
お
互
い
を
理
解
し
合
う
場
と
し
て
誰

で
も
立
ち
寄
れ
る
カ
フ
ェ
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
七
ヶ
浜
桜
の
家
」幕
田
・
赤
間
ま
で
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民
有
地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑
草

の
除
去

　所
有
（
管
理
）
し
て
い

る
土
地
か
ら
樹
木
の
枝

や
雑
草
が
道
路
敷
地
に

張
り
出
し
て
い
ま
せ
ん

か
？　道

路
に
張
り
出
て
い

る
と
、
交
通
安
全
上（
歩
行
・
走
行
時
に
）支

障
に
な
り
ま
す
の
で
、
所
有（
管
理
）地
の
樹

木
枝
の
剪
定
・
雑
草
の
除
去
を
行
な
い
、
適

切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

357
７
４
４
１

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
付
き
み
み
サ

ポ
サ
ロ
ン「
魅
力
発
見
！
大
和
町
」

　聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。今

回
は
、
大
和
町
の
魅
力
あ
る
観
光
支
援
を
さ

ら
に
楽
し
む
講
座
付
き
。聞
こ
え
に
く
く
て

も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。申
し
込
み

不
要
。
ご
家
族
や
支
援
者
の
方
々
も
ど
う

ぞ
。

●
と
き

　３
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

●
と
こ
ろ

　宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー

●
内
容

　映
画
に
も
な
っ
た
吉
岡
宿
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
大
和
町
の
魅
力
を
楽
し

む
た
め
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
み
み
サ
ポ

み
や
ぎ
）ま
で

393
５
５
０
１

361
１
６
１
６

消
防
自
動
車
巡
回
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル

　消
防
署
で
は
、
火

災
予
防
の
た
め
に
消

防
自
動
車
で
警
鐘
を

鳴
ら
し
地
域
の
巡
回

広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
は
暖
房
機
器

な
ど
を
使
用
す
る
こ

の
時
期
に
、
火
災
予
防
思
想
の
啓
発
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
火

災
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
大
雨
、
強
風
、
台
風

等
に
お
い
て
、
警
戒
や
防
災
対
策
を
呼
び
掛

け
る
た
め
に
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
消
防
自
動
車
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
巡

回
を
す
る
こ
と
で
、
火
災
原
因
第
１
位
で
あ

る
「
放
火
」
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
と

同
時
に
、
地
域
の
皆
様
に「
放
火
」に
対
す
る

警
戒
周
知
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　過
去
10
年
の
デ
ー
タ
か
ら
、
塩
釜
地
区
で

の
住
宅
火
災（
全
焼
）の
平
均
損
害
額
は
、
お

よ
そ
９
０
０
万
円
に
上
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
に
入
り
塩
釜
地
区
で
住
宅
火
災
が
続

き
、
す
で
に
３
名
の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
消
防
自
動
車
に

よ
る
巡
回
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
火

災
を
１
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
継
続
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　住
宅
火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
る
た
め
、「
カ
ン
カ
ン
・
・
・
」と
消
防

自
動
車
か
ら
警
鐘
が
聞
こ
え
ま
し
た
ら
、
再

度
ご
家
庭
内
で
火
の
元
の
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　地
域
の
「
安
心
・
安
全
」
の
た
め
、「
火
災

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
予
防
課
ま
で

住
宅
再
建
支
援
事
業
（
二
重
ロ
ー

ン
対
策
）
の
お
知
ら
せ

　県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
自
ら
居

住
し
て
い
た
住
宅
に
被
害
を
受
け
、
そ
の
被

災
し
た
住
宅
に
ロ
ー
ン
を
有
す
る
方
が
、
新

た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
住
宅
を
再
建

す
る
場
合
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
既
存

の
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
５
年
間
の
利
子
相

当
額（
上
限
50
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
宮
城
県
住
宅
課
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
住
宅

課
ま
で

211
３
２
５
６

工
事
前
に
文
化
財
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建
替
え
な
ど
の

現
状
を
変
え
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財(

遺
跡
や
貝

塚

)

、
特
別
名
勝
松
島
の
指
定
地
内
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
歴
史
資
料
館
（
月
曜

休
館
）ま
で

365
５
５
６
７

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
ご
案
内
（
東
北
財
務
局
）

　「
個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
利

用
で
、
震
災
前
か
ら
の

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が

免
除
さ
れ
ま
す
。※

債

務
の
免
除
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利

用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
再
建
に
必
要
な
資
産
（
５
０
０
万

円
・
義
援
金
等
）は
手
元
に
残
せ
ま
す
。

※

被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の
個
別
事
情

に
よ
り
減
額
が
あ
り
得
ま
す
。

②
弁
護
士
な
ど
の
登
録
専
門
家
が
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。ま
た
、
国
の
補
助

に
よ
り
弁
護
士
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※

運
営
機
関
に
登
録
さ
れ
た
弁
護
士
の
費

用
に
限
り
ま
す
。

③
債
務
整
理
し
た
こ
と
は
個
人
信
用
情
報

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※

金
融
機
関
等
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用

を
理
由
と
し
て
新
た
な
借
り
入
れ
を
制

限
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　詳
し
い
内
容
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
社
団
法
人 

東

日
本
大
震
災
・
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）ま
で
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七ヶ浜町地球温暖化対策実行計画の計画目標に対する
平成３０（２０１８）年度実績値が下記のとおり確定しました

お問い合わせは、環境生活課まで　☎ 357-7454

■集計対象
　町内全ての公共施設（指定管理者制度、外部委託施設含む）

　二酸化炭素排出量は、基準年度と比較して８．４０％の削減という結果になりました。目標となる令和１
２年度の４０．０％削減に向けて、着実に排出量の削減が進行しています。
　二酸化炭素排出量の削減には、事務室内等の適正温度化や照明の不要時における部分点灯や消灯、クー
ルビズやウォームビズ、公用車のエコドライブ等、地球温暖化防止の心がけが何より大切です。今後も環境
意識向上を図り、地球温暖化防止対策を推進してまいります。
　なお、当実績は町ウェブサイトでも公表しています。

■温室効果ガス（二酸化炭素）
  の排出実績  

・平成25(2013)年度（基準年度）
2,841,192kg-CO2

・平成30(2018)年度　
  2,602,627kg-CO2

基準年度比　　8.40％減

■コピー用紙購入実績
  

・平成25(2013)年度（基準年度）
3,153,920枚

・平成30(2018)年度 
 3,511,800枚

基準年度比　　11.35％増

■上水道使用実績

・平成25(2013)年度（基準年度）
68,725㎥

・平成30(2018)年度　　
75,445㎥

基準年度比　　9.78％増

避難行動要支援者名簿情報を更新しました

避難行動要支援者地区別集計表

お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

※１「逆手上げ方式」とは
　対象となる方をすべて自
動登録し、個人情報の提供に
不同意とされた方を名簿か
ら除きます。

※２「名簿提供率」とは
　自動登録された名簿登録
者数のうち、関係者等へ配布
する名簿提供者数の占める
割合。

名簿提供者数

地区
湊　浜
松ヶ浜

菖蒲田浜
花渕浜
吉田浜

代ヶ崎浜
東宮浜
要　害
御　林
境　山
遠　山
亦　楽
汐見台

汐見台南
笹　山
合　計

自動登録者数
名簿提供率※２

Ｒ１.４.１基準日

(Ａ)
４９

１２２
８４
７９
９９
７３
７７
６０
１２

１４１
２４１

３７
１８７

７６
２５

１，３６２
１，４１８
９６．１％

Ｒ１.１０.１基準日

(Ｂ)
４８

１２６
８５
７６

１０２
７２
８１
６６
１３

１４６
２４２

３６
１９６

７７
２６

１，３９２
１，４４９
９６．１％

比較

(Ｂ)-(Ａ)
-１

+４
+１
-３

+３
-１

+４
+６
+１
+５
+１
-１

+９
+１
+１

+３０
+３１

０．０％

　令和元年１０月１日を基準日とし、「逆手上げ方式」（※１）により登録要件となる新規登録者を自動登録し
た避難行動要支援者名簿情報を更新しました。個人情報の提供に不同意とされた方を名簿から除き、名簿提
供情報を関係者等へ配布します。

裏紙は
こちらに！
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民
有
地
の
樹
木
枝
の
剪
定
・
雑
草

の
除
去

　所
有
（
管
理
）
し
て
い

る
土
地
か
ら
樹
木
の
枝

や
雑
草
が
道
路
敷
地
に

張
り
出
し
て
い
ま
せ
ん

か
？　道

路
に
張
り
出
て
い

る
と
、
交
通
安
全
上（
歩
行
・
走
行
時
に
）支

障
に
な
り
ま
す
の
で
、
所
有（
管
理
）地
の
樹

木
枝
の
剪
定
・
雑
草
の
除
去
を
行
な
い
、
適

切
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

357
７
４
４
１

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
付
き
み
み
サ

ポ
サ
ロ
ン「
魅
力
発
見
！
大
和
町
」

　聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。今

回
は
、
大
和
町
の
魅
力
あ
る
観
光
支
援
を
さ

ら
に
楽
し
む
講
座
付
き
。聞
こ
え
に
く
く
て

も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。申
し
込
み

不
要
。
ご
家
族
や
支
援
者
の
方
々
も
ど
う

ぞ
。

●
と
き

　３
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

●
と
こ
ろ

　宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー

●
内
容

　映
画
に
も
な
っ
た
吉
岡
宿
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
大
和
町
の
魅
力
を
楽
し

む
た
め
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
み
み
サ
ポ

み
や
ぎ
）ま
で

393
５
５
０
１

361
１
６
１
６

消
防
自
動
車
巡
回
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル

　消
防
署
で
は
、
火

災
予
防
の
た
め
に
消

防
自
動
車
で
警
鐘
を

鳴
ら
し
地
域
の
巡
回

広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
れ
は
暖
房
機
器

な
ど
を
使
用
す
る
こ

の
時
期
に
、
火
災
予
防
思
想
の
啓
発
を
図

り
、
火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
火

災
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
大
雨
、
強
風
、
台
風

等
に
お
い
て
、
警
戒
や
防
災
対
策
を
呼
び
掛

け
る
た
め
に
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
消
防
自
動
車
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
巡

回
を
す
る
こ
と
で
、
火
災
原
因
第
１
位
で
あ

る
「
放
火
」
の
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
と

同
時
に
、
地
域
の
皆
様
に「
放
火
」に
対
す
る

警
戒
周
知
を
図
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　過
去
10
年
の
デ
ー
タ
か
ら
、
塩
釜
地
区
で

の
住
宅
火
災（
全
焼
）の
平
均
損
害
額
は
、
お

よ
そ
９
０
０
万
円
に
上
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
に
入
り
塩
釜
地
区
で
住
宅
火
災
が
続

き
、
す
で
に
３
名
の
死
傷
者
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
消
防
自
動
車
に

よ
る
巡
回
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
火

災
を
１
件
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
、
継
続
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　住
宅
火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産

を
守
る
た
め
、「
カ
ン
カ
ン
・
・
・
」と
消
防

自
動
車
か
ら
警
鐘
が
聞
こ
え
ま
し
た
ら
、
再

度
ご
家
庭
内
で
火
の
元
の
確
認
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　地
域
の
「
安
心
・
安
全
」
の
た
め
、「
火
災

の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
予
防
課
ま
で

住
宅
再
建
支
援
事
業
（
二
重
ロ
ー

ン
対
策
）
の
お
知
ら
せ

　県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
自
ら
居

住
し
て
い
た
住
宅
に
被
害
を
受
け
、
そ
の
被

災
し
た
住
宅
に
ロ
ー
ン
を
有
す
る
方
が
、
新

た
な
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
住
宅
を
再
建

す
る
場
合
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
既
存

の
住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
５
年
間
の
利
子
相

当
額（
上
限
50
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
、Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
宮
城
県
住
宅
課
」

を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
土
木
部
住
宅

課
ま
で

211
３
２
５
６

工
事
前
に
文
化
財
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す

　町
内
で
建
物
の
新
築
や
建
替
え
な
ど
の

現
状
を
変
え
る
工
事
を
計
画
さ
れ
て
い
る

方
は
、
計
画
地
が
埋
蔵
文
化
財(

遺
跡
や
貝

塚

)

、
特
別
名
勝
松
島
の
指
定
地
内
で
あ
る

か
ど
う
か
の
確
認
が
事
前
に
必
要
で
す
。

　工
事
計
画
地
が
こ
れ
ら
の
指
定
地
内
で

あ
る
場
合
は
、
事
前
に
文
化
財
関
係
の
申
請

手
続
き
や
現
地
調
査
な
ど
が
必
要
に
な
り

ま
す
。申
請
手
続
き
に
は
１
か
月
以
上
要
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
歴
史

資
料
館
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
歴
史
資
料
館
（
月
曜

休
館
）ま
で

365
５
５
６
７

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
ご
案
内
（
東
北
財
務
局
）

　「
個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
利

用
で
、
震
災
前
か
ら
の

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が

免
除
さ
れ
ま
す
。※

債

務
の
免
除
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
利

用
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
生
活
再
建
に
必
要
な
資
産
（
５
０
０
万

円
・
義
援
金
等
）は
手
元
に
残
せ
ま
す
。

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の
個
別
事
情

に
よ
り
減
額
が
あ
り
得
ま
す
。

②
弁
護
士
な
ど
の
登
録
専
門
家
が
手
続
き

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。ま
た
、
国
の
補
助

に
よ
り
弁
護
士
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※

運
営
機
関
に
登
録
さ
れ
た
弁
護
士
の
費

用
に
限
り
ま
す
。

③
債
務
整
理
し
た
こ
と
は
個
人
信
用
情
報

と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

※

金
融
機
関
等
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用

を
理
由
と
し
て
新
た
な
借
り
入
れ
を
制

限
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　詳
し
い
内
容
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
社
団
法
人 

東

日
本
大
震
災
・
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
機
関
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
受
付
時
間

　平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）ま
で
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七ヶ浜町地球温暖化対策実行計画の計画目標に対する
平成３０（２０１８）年度実績値が下記のとおり確定しました

お問い合わせは、環境生活課まで　☎ 357-7454

■集計対象
　町内全ての公共施設（指定管理者制度、外部委託施設含む）

　二酸化炭素排出量は、基準年度と比較して８．４０％の削減という結果になりました。目標となる令和１
２年度の４０．０％削減に向けて、着実に排出量の削減が進行しています。
　二酸化炭素排出量の削減には、事務室内等の適正温度化や照明の不要時における部分点灯や消灯、クー
ルビズやウォームビズ、公用車のエコドライブ等、地球温暖化防止の心がけが何より大切です。今後も環境
意識向上を図り、地球温暖化防止対策を推進してまいります。
　なお、当実績は町ウェブサイトでも公表しています。

■温室効果ガス（二酸化炭素）
  の排出実績  

・平成25(2013)年度（基準年度）
2,841,192kg-CO2

・平成30(2018)年度　
  2,602,627kg-CO2

基準年度比　　8.40％減

■コピー用紙購入実績
  

・平成25(2013)年度（基準年度）
3,153,920枚

・平成30(2018)年度 
 3,511,800枚

基準年度比　　11.35％増

■上水道使用実績

・平成25(2013)年度（基準年度）
68,725㎥

・平成30(2018)年度　　
75,445㎥

基準年度比　　9.78％増

避難行動要支援者名簿情報を更新しました

避難行動要支援者地区別集計表

お問い合わせは、地域福祉課まで　☎357-7449

※１「逆手上げ方式」とは
　対象となる方をすべて自
動登録し、個人情報の提供に
不同意とされた方を名簿か
ら除きます。

※２「名簿提供率」とは
　自動登録された名簿登録
者数のうち、関係者等へ配布
する名簿提供者数の占める
割合。

名簿提供者数

地区
湊　浜
松ヶ浜

菖蒲田浜
花渕浜
吉田浜

代ヶ崎浜
東宮浜
要　害
御　林
境　山
遠　山
亦　楽
汐見台

汐見台南
笹　山
合　計

自動登録者数
名簿提供率※２

Ｒ１.４.１基準日

(Ａ)
４９

１２２
８４
７９
９９
７３
７７
６０
１２

１４１
２４１

３７
１８７

７６
２５

１，３６２
１，４１８
９６．１％

Ｒ１.１０.１基準日

(Ｂ)
４８

１２６
８５
７６

１０２
７２
８１
６６
１３

１４６
２４２

３６
１９６

７７
２６

１，３９２
１，４４９
９６．１％

比較

(Ｂ)-(Ａ)
-１

+４
+１
-３

+３
-１

+４
+６
+１
+５
+１
-１

+９
+１
+１

+３０
+３１

０．０％

　令和元年１０月１日を基準日とし、「逆手上げ方式」（※１）により登録要件となる新規登録者を自動登録し
た避難行動要支援者名簿情報を更新しました。個人情報の提供に不同意とされた方を名簿から除き、名簿提
供情報を関係者等へ配布します。

裏紙は
こちらに！
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第
46
回
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
成
績

　令
和
元
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
46
回
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
の
成
績
を
報

告
し
ま
す
。

■
剣
道
の
部

●
小
学
生
の
部

　優
勝

　
　新
田

　大
和（
吉
田
浜
）

●
中
学
生
女
子
１
年
の
部

　優
勝

　
　新
田

　姫
和（
七
ヶ
浜
中
）

●
中
学
生
男
子
１
・
２
年
の
部

　優
勝

　
　高
橋

　聖
音（
七
ヶ
浜
中
）

●
中
学
生
女
子
２
年
の
部

　優
勝

　
　西
村

　優
羽（
七
ヶ
浜
中
）

■
空
手
の
部（
団
体
）

●
団
体
戦
・
組
手
の
部

　優
勝

　
　鈴
木

　椛
琳（
松
ヶ
浜
）

　優
勝

　
　鈴
木

　心
菜（
利
府
）

　優
勝

　
　金
子

　結
飛（
吉
田
浜
）

　優
勝

　
　加
藤

　す
み
れ（
汐
見
台
）

■
柔
道
の
部

●
小
学
生
１
・
２
年
の
部

　優
勝

　
　佐
藤

　蘭（
多
賀
城
）

●
小
学
生
３
・
４
年
の
部

　優
勝

　
　佐
藤

　凛（
多
賀
城
）

●
小
学
生
５
・
６
年
の
部

　優
勝

　
　奥
村

　雅
土（
塩
竈
）

●
中
学
生
の
部

　優
勝

　
　渡
邊

　陸（
塩
竈
）

■
銃
剣
道
の
部

●
小
学
生
低
学
年
の
部

　優
勝

　
　伊
藤

　は
な
乃（
利
府
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

　優
勝

　
　細
谷

　姫
鶴（
多
賀
城
）

●
中
学
生
の
部

　優
勝

　
　猪
狩

　智
晴（
多
賀
城
）

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
第
46
回
七
ヶ
浜
町
武

道
祭
実
行
委
員
会

　庄
司
ま
で

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
手
続
き

は
お
早
め
に

　毎
年
３
月
に
な
り
ま
す
と
、
自
動
車
の
登

録
・
検
査
の
申
請
が
集
中
す
る
た
め
、
待
ち

時
間
が
３
時
間
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　今
年
度
末
の
３
月（
特
に
最
終
週
）は
、
例

年
並
み
以
上
に
車
検
場
、
駐
車
場
及
び
周
辺

道
路
が
大
変
混
雑
し
、
申
請
者
や
近
隣
の

方
々
に
は
、
大
変
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
登
録
・
検

査
を
予
定
し
て
い
る
申
請
者
の
皆
様
方
に

は
、
是
非
早
め
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運

輸
支
局（
仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
３
丁
目
３-

15
）ま
で

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
１

令
和
元
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
特
選
作
品

●
小
学
校
の
部

　「
縄
文
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　亦
楽
小
学
校
六
年

　奥
秋

　奏
羽

　

　「
イ
ル
カ
と
な
か
よ
し
」を
読
ん
で

　
　亦
楽
小
学
校
三
年

　砂
田

　啓
典

　

「
14
歳
の
君
へ
ど
う
考
え
ど
う
生
き
る

か
」を
読
ん
で

　
　松
ヶ
浜
小
学
校
六
年

　稲
妻

　碧
泉

　「
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
」を
読
ん
で

　
　松
ヶ
浜
小
学
校
三
年

　太
宰

　結
那

　「
大
切
に
し
た
い
思
い
」

　
　汐
見
小
学
校
六
年

　庄
子

　遙
香

ぼ
く
の
お
す
す
め「
ま
じ
ょ
の
の
ろ
い
ア
メ
」

　
　汐
見
小
学
校
一
年

　末
永

　拓
澄

　

●
中
学
校
の
部

　「
十
四
歳
の
水
平
線
」を
読
ん
で

　
　七
ヶ
浜
中
学
校
三
年

　松
浦

　日
向
子

　「
団
体
戦
」を
生
き
る
た
め
に

　
　七
ヶ
浜
中
学
校
三
年

　渡
邊

　航
太

　「
朝
が
来
る
」を
読
ん
で

　
　向
洋
中
学
校
三
年

　中
村

　向
日
葵

　夏
の
青
い
空

　
　向
洋
中
学
校
二
年

　阿
部

　友
香

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
ま
で

357
３
３
０
２

お
く
あ
き

す
な 

だ

い
な
づ
ま

だ 

さ
い

し
ょ
う
じ

す
え
な
が

ま
つ
う
ら

わ
た
な
べ

な
か
む
ら

あ

　べ

と
も 

か
ひ

　ま

　り

こ
う 

た

ひ

　な

　こ

た
く 

と

は
る 

か ゆ

　な

あ
お 

い

ひ
ろ
ふ
み

か
な 

う

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
返
納

さ
れ
た
方
へ

　65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ

た
方
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
で
七
ヶ

浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
運
賃
が

一
年
間
無
料
に
な
り
ま
す
。

　高
齢
者
の
た
め
、
運
転
に
不
安
が
あ
る

方
に
は
、
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
も
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
身
分

証
明
書
な
ど
に
使
え
る
運
転
経
歴
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申

請
は
宮
城
県
内
の
各
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
警
察
署
の
交
通
課
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
必
要
書
類
、
手
数
料
等
は
各
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係

ま
た
は
、
ジ
ャ
パ
ン
交
通
ま
で

357
２
１
１
７

366
２
５
１
１

令
和
２
年
度
一
時
保
育
（
遠
山
保

育
所
内
か
き
の
み
組
）
利
用
登
録

の
申
込
受
付

　次
の
よ
う
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３

月
１
日
よ
り
随
時
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

①
私
的
理
由
に
よ
る
と
き…

育
児
疲
れ
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

②
緊
急
で
困
っ
た
と
き…

入
院
・
通
院
・

介
護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど

③
週
３
日
以
内
の
仕
事
に
つ
い
た
と
き…

パ
ー
ト
・
自
営
業
の
繁
忙
期
な
ど

●
対
象
児
童

　１
歳
以
上
の
就
学
前
の
児
童

●
申
込
用
紙
・
添
付
書
類
等
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

年
度
ご
と
の
申
請
と
な
り
ま
す
。令
和
元

年
度
、
及
び
以
前
に
登
録
し
て
い
る
方
も

更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

362
７
７
３
１

町
道
の
除
雪
・
融
雪
作
業
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　冬
季
間
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
除
雪
・

融
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　除
雪
・
融
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
路
上
に
車
や
物
は
絶
対
に
置
か
な
い

　路
上
駐
車
や
は
み
出
し
駐
車
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
の
放
置
は
除
雪
・
融
雪
作
業

の
妨
げ
と
な
り
、
多
く
の
方
の
ご
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
敷
地
内
か
ら
路
上
に
雪
を
だ
さ
な
い

　自
宅
敷
地
内
の
雪
を
路
上
に
雪
だ
し
す

る
と
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
敷
地
内
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
玄
関
先
の
雪
は
各
自
で

　除
雪
作
業
に
よ
り
、
玄
関
先
が
雪
で
ふ

さ
が
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
各

自
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

357
７
４
４
１

統計調査の登録調査員を
募集しています

お申し込み、お問い合わせは、
政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

　町では、国が実施する統計調査の登録調査員を募
集しています。
●応募資格

・年齢が満20歳以上で、責任を
もって最後まで調査事務を遂
行できる方

・調査内容の秘密を厳守できる
方

●業務の内容
　調査対象である一般家庭や事
業所を訪問し、調査票を配布し
ます。
　その後、記入された調査票を
回収し、自宅で点検・整理し、
町へ提出します。

●仕事の周期
　登録していただいた方には、
調査があるごとに電話等でご連
絡いたします。
　年度によって調査の回数や規
模が違いますので、登録されて
も仕事の依頼がない場合もあります。

広報しちがはま 2020. 3. 1● 2627 ●広報しちがはま 2020. 3. 1

運転免許証返納の６５歳以上の方、１年間運賃が無料／ユーアイバス多賀城東部線

　令和２年４月１日から運転免許証を返納された６５歳以上の方は、１年間運賃が無料に
なります。詳しくは、下記をご覧ください。

●「運転経歴証明書」とは
　運転に不安のある方が、運転免許証を自主的
に返納できる制度があります。
　返納した方は、「運転経歴証明書」の交付を受
けることができます。返納などの手続きは、運転
免許センターまたは警察署の交通課へご相談く
ださい。

＜運転免許返納に関するお問い合わせ＞
　宮城県運転免許センター　☎０２２-３７３-３６０１
　塩釜警察署交通課　☎０２２-３６２-４１４１

お問い合わせは、政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

対象となる方

対象となる路線

対象となる期間

利用のしかた

運転免許証を返納し、「運転経歴
証明書」の交付を受けた６５歳
以上のバス利用者

バスを降りるとき、乗務員に「運
転経歴証明書」を提示してくだ
さい。
※ＩＣカードは使えませんので
ご注意ください。

「運転経歴証明書」の交付日
から１年間

多賀城東部線

つ
る
し
飾
り
〜
古
布
で
作
っ
た
ひ

な
人
形
展
〜

　多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
女
性
部
が
心

を
込
め
て
制
作
し
た
つ
る
し
飾
り
を
飾
り

付
け
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

　

①
３
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所

②
３
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

多
賀
城
市
中
央
公
民
館
和
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
ま
で

365
７
８
３
０
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６
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第
46
回
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
成
績

　令
和
元
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
46
回
七
ヶ
浜
町
武
道
祭
の
成
績
を
報

告
し
ま
す
。

■
剣
道
の
部

●
小
学
生
の
部

　優
勝

　
　新
田

　大
和（
吉
田
浜
）

●
中
学
生
女
子
１
年
の
部

　優
勝

　
　新
田

　姫
和（
七
ヶ
浜
中
）

●
中
学
生
男
子
１
・
２
年
の
部

　優
勝

　
　高
橋

　聖
音（
七
ヶ
浜
中
）

●
中
学
生
女
子
２
年
の
部

　優
勝

　
　西
村

　優
羽（
七
ヶ
浜
中
）

■
空
手
の
部（
団
体
）

●
団
体
戦
・
組
手
の
部

　優
勝

　
　鈴
木

　椛
琳（
松
ヶ
浜
）

　優
勝

　
　鈴
木

　心
菜（
利
府
）

　優
勝

　
　金
子

　結
飛（
吉
田
浜
）

　優
勝

　
　加
藤

　す
み
れ（
汐
見
台
）

■
柔
道
の
部

●
小
学
生
１
・
２
年
の
部

　優
勝

　
　佐
藤

　蘭（
多
賀
城
）

●
小
学
生
３
・
４
年
の
部

　優
勝

　
　佐
藤

　凛（
多
賀
城
）

●
小
学
生
５
・
６
年
の
部

　優
勝

　
　奥
村

　雅
土（
塩
竈
）

●
中
学
生
の
部

　優
勝

　
　渡
邊

　陸（
塩
竈
）

■
銃
剣
道
の
部

●
小
学
生
低
学
年
の
部

　優
勝

　
　伊
藤

　は
な
乃（
利
府
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

　優
勝

　
　細
谷

　姫
鶴（
多
賀
城
）

●
中
学
生
の
部

　優
勝

　
　猪
狩

　智
晴（
多
賀
城
）

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
第
46
回
七
ヶ
浜
町
武

道
祭
実
行
委
員
会

　庄
司
ま
で

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の
手
続
き

は
お
早
め
に

　毎
年
３
月
に
な
り
ま
す
と
、
自
動
車
の
登

録
・
検
査
の
申
請
が
集
中
す
る
た
め
、
待
ち

時
間
が
３
時
間
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　今
年
度
末
の
３
月（
特
に
最
終
週
）は
、
例

年
並
み
以
上
に
車
検
場
、
駐
車
場
及
び
周
辺

道
路
が
大
変
混
雑
し
、
申
請
者
や
近
隣
の

方
々
に
は
、
大
変
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
時
期
に
登
録
・
検

査
を
予
定
し
て
い
る
申
請
者
の
皆
様
方
に

は
、
是
非
早
め
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
東
北
運
輸
局
宮
城
運

輸
支
局（
仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
３
丁
目
３-

15
）ま
で

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
１

令
和
元
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
特
選
作
品

●
小
学
校
の
部

　「
縄
文
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

　
　亦
楽
小
学
校
六
年

　奥
秋

　奏
羽

　

　「
イ
ル
カ
と
な
か
よ
し
」を
読
ん
で

　
　亦
楽
小
学
校
三
年

　砂
田

　啓
典

　

「
14
歳
の
君
へ
ど
う
考
え
ど
う
生
き
る

か
」を
読
ん
で

　
　松
ヶ
浜
小
学
校
六
年

　稲
妻

　碧
泉

　「
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
」を
読
ん
で

　
　松
ヶ
浜
小
学
校
三
年

　太
宰

　結
那

　「
大
切
に
し
た
い
思
い
」

　
　汐
見
小
学
校
六
年

　庄
子

　遙
香

ぼ
く
の
お
す
す
め「
ま
じ
ょ
の
の
ろ
い
ア
メ
」

　
　汐
見
小
学
校
一
年

　末
永

　拓
澄

　

●
中
学
校
の
部

　「
十
四
歳
の
水
平
線
」を
読
ん
で

　
　七
ヶ
浜
中
学
校
三
年

　松
浦

　日
向
子

　「
団
体
戦
」を
生
き
る
た
め
に

　
　七
ヶ
浜
中
学
校
三
年

　渡
邊

　航
太

　「
朝
が
来
る
」を
読
ん
で

　
　向
洋
中
学
校
三
年

　中
村

　向
日
葵

　夏
の
青
い
空

　
　向
洋
中
学
校
二
年

　阿
部

　友
香

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、生
涯
学
習
課
ま
で

357
３
３
０
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お
く
あ
き

す
な 

だ

い
な
づ
ま

だ 

さ
い

し
ょ
う
じ

す
え
な
が

ま
つ
う
ら

わ
た
な
べ

な
か
む
ら

あ

　べ

と
も 

か
ひ

　ま

　り

こ
う 

た

ひ

　な

　こ

た
く 

と

は
る 

か ゆ

　な

あ
お 

い

ひ
ろ
ふ
み

か
な 

う

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
返
納

さ
れ
た
方
へ

　65
歳
以
上
の
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ

た
方
は
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
で
七
ヶ

浜
町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
運
賃
が

一
年
間
無
料
に
な
り
ま
す
。

　高
齢
者
の
た
め
、
運
転
に
不
安
が
あ
る

方
に
は
、
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
も
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
身
分

証
明
書
な
ど
に
使
え
る
運
転
経
歴
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申

請
は
宮
城
県
内
の
各
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
警
察
署
の
交
通
課
で
受
付
け
て

い
ま
す
。
必
要
書
類
、
手
数
料
等
は
各
運

転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係

ま
た
は
、
ジ
ャ
パ
ン
交
通
ま
で

357
２
１
１
７
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令
和
２
年
度
一
時
保
育
（
遠
山
保

育
所
内
か
き
の
み
組
）
利
用
登
録

の
申
込
受
付

　次
の
よ
う
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
３

月
１
日
よ
り
随
時
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

①
私
的
理
由
に
よ
る
と
き…

育
児
疲
れ
・

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

②
緊
急
で
困
っ
た
と
き…

入
院
・
通
院
・

介
護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど

③
週
３
日
以
内
の
仕
事
に
つ
い
た
と
き…

パ
ー
ト
・
自
営
業
の
繁
忙
期
な
ど

●
対
象
児
童

　１
歳
以
上
の
就
学
前
の
児
童

●
申
込
用
紙
・
添
付
書
類
等
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※

年
度
ご
と
の
申
請
と
な
り
ま
す
。令
和
元

年
度
、
及
び
以
前
に
登
録
し
て
い
る
方
も

更
新
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

362
７
７
３
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町
道
の
除
雪
・
融
雪
作
業
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

　冬
季
間
の
交
通
安
全
確
保
の
た
め
除
雪
・

融
雪
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　除
雪
・
融
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め

に
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
路
上
に
車
や
物
は
絶
対
に
置
か
な
い

　路
上
駐
車
や
は
み
出
し
駐
車
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
の
放
置
は
除
雪
・
融
雪
作
業

の
妨
げ
と
な
り
、
多
く
の
方
の
ご
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

●
敷
地
内
か
ら
路
上
に
雪
を
だ
さ
な
い

　自
宅
敷
地
内
の
雪
を
路
上
に
雪
だ
し
す

る
と
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
敷
地
内
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
玄
関
先
の
雪
は
各
自
で

　除
雪
作
業
に
よ
り
、
玄
関
先
が
雪
で
ふ

さ
が
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
各

自
で
除
雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、建
設
課
ま
で

357
７
４
４
１

統計調査の登録調査員を
募集しています

お申し込み、お問い合わせは、
政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

　町では、国が実施する統計調査の登録調査員を募
集しています。
●応募資格

・年齢が満20歳以上で、責任を
もって最後まで調査事務を遂
行できる方

・調査内容の秘密を厳守できる
方

●業務の内容
　調査対象である一般家庭や事
業所を訪問し、調査票を配布し
ます。
　その後、記入された調査票を
回収し、自宅で点検・整理し、
町へ提出します。

●仕事の周期
　登録していただいた方には、
調査があるごとに電話等でご連
絡いたします。
　年度によって調査の回数や規
模が違いますので、登録されて
も仕事の依頼がない場合もあります。

広報しちがはま 2020. 3. 1● 2627 ●広報しちがはま 2020. 3. 1

運転免許証返納の６５歳以上の方、１年間運賃が無料／ユーアイバス多賀城東部線

　令和２年４月１日から運転免許証を返納された６５歳以上の方は、１年間運賃が無料に
なります。詳しくは、下記をご覧ください。

●「運転経歴証明書」とは
　運転に不安のある方が、運転免許証を自主的
に返納できる制度があります。
　返納した方は、「運転経歴証明書」の交付を受
けることができます。返納などの手続きは、運転
免許センターまたは警察署の交通課へご相談く
ださい。

＜運転免許返納に関するお問い合わせ＞
　宮城県運転免許センター　☎０２２-３７３-３６０１
　塩釜警察署交通課　☎０２２-３６２-４１４１

お問い合わせは、政策課まちづくり推進係まで　☎357-2117

対象となる方

対象となる路線

対象となる期間

利用のしかた

運転免許証を返納し、「運転経歴
証明書」の交付を受けた６５歳
以上のバス利用者

バスを降りるとき、乗務員に「運
転経歴証明書」を提示してくだ
さい。
※ＩＣカードは使えませんので
ご注意ください。

「運転経歴証明書」の交付日
から１年間

多賀城東部線

つ
る
し
飾
り
〜
古
布
で
作
っ
た
ひ

な
人
形
展
〜

　多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
女
性
部
が
心

を
込
め
て
制
作
し
た
つ
る
し
飾
り
を
飾
り

付
け
、
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き
・
と
こ
ろ

　

①
３
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

菖
蒲
田
浜
地
区
避
難
所

②
３
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・

多
賀
城
市
中
央
公
民
館
和
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
城
・
七
ヶ
浜
商

工
会
ま
で

365
７
８
３
０



令
和
２
年
度
自
衛
官
等
募
集

■
募
集
種
目
及
び
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

　３
月
１
日（
日
）〜
５
月
１
日（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

　３
月
１
日（
日
）〜
５
月
15
日（
金
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

入
隊
）

３
月
６
日（
金
）締
切
↓
試
験
日
14
日
、
15

日（
い
ず
れ
か
１
日
）

●
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

　１
月
６
日（
月
）〜
４
月
10
日（
金
）

※

応
募
資
格（
年
齢
）、
採
用
予
定
人
数
、
試
験

日
、
申
込
期
限
は
募
集
種
目
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※

仙
台
駅
東
口
案
内
所
（
桜
井
ビ
ル
４
Ｆ
駐

車
場
無
し
）
に
お
い
て
、
随
時
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
仙
台
募
集
案
内
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
宮
城
地
方
協

力
本
部
仙
台
募
集
案
内
所

　小
川
・
及
川

ま
で

284
５
０
０
１

284
５
０
１
８

284
５
０
１
８

ＮａＮａ５９３１成果発表会を開催！！

●とき　　３月２６日（木）午後７時～８時３０分
●ところ　七ヶ浜国際村ホール
●入場料　無料

お問い合わせは、国際村まで　☎357-5931

　七ヶ浜国際村のミュージカルグループＮａＮａ
５９３１による年度末恒例の成果発表会を開催し
ます。今年度は、８月の小学校芸術鑑賞会や１１月
のオリジナルミュージカル公演をはじめ、様々なイ
ベント・舞台への出演を通じ、表現力に一層磨きを
かけてきました。この１年間の集大成として、団員
それぞれが趣向を凝らしオリジナルのステージを
披露します。皆様この機会に是非ご覧ください☆

七ヶ浜国際村ミュージカルグループ
ＮａＮａ５９３１新規団員を募集します！！

●応募資格
①七ヶ浜町内にお住まいの小学生以上の方
②心身ともに健康で、毎週木曜日に七ヶ浜国際村で

のレッスンに通える方
●応募方法

七ヶ浜国際村に来館
又はご連絡（Ｅメール
可）ください。

●応募期間
　３月３０日（月）まで

お申し込み、お問い合わせは、
国際村まで　☎357-5931
mail:kokusai@shichigahama.com

　七ヶ浜国際村ミュージカルグループＮａＮａ
５９３１（ナナ・ゴーキューサンイチ）の新規団
員を募集します。ＮａＮａ５９３１は現在、小学
生～社会人までの計 37 名で活動しております。
プロのスタッフによる指導で歌唱・芝居・ダン
スの基本技術から学べ、ミュージカルを通じてた
くさんの仲間と出会えます。レッスンの見学も可
能ですので、まずはお気軽にお問い合わせくださ
い。

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ Ｃａｍｐ 開催！

●と　き　　３月２８日（土）午前１０時～午後４時
●対象者　　令和２年４月現在で中学１～３年生及

び高校１年生の方
●定員　　　３０名程度
●参加費　　１，５００円（食事代、保険代）
●持ち物　　参加費、保険証のコピー、筆記用具
●内容　　　小・中学校でお配りしたチラシ又は国

際村に設置しているチラシをご覧くだ
さい。

●講師　　　外国人約６名
●申込方法　直接国際村でお申込みいただくか、各

小・中学校で配布した申込書に必要事
項を記入し、３月２３日（月）までに国
際村へお申し込みください。定員にな
り次第締め切ります。

●その他　　参加者全員を対象とした普通傷害保険
に加入します。

お申し込み、お問い合わせは、
国際村まで　☎357-5931

　七ヶ浜町グローバル人材育成プログラムの一環
として、中学生を対象としたイングリッシュデイ
キャンプを開催します。国際交流員のサンティ、
ティファニーと外国語指導助手のルシアナ、ナサ
ニエルが楽しいイベントを用意して、皆さまをお
待ちしております。

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　60
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　34
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者
（
死
亡
届

提
出
者
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
外
の
方

　
　
　
　
　
　12
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現

在
、身
元
不
明
の
方

　
　
　
　
　

 

２
名

●
東
日
本
大
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ

た
、七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　

 

３
名

計

　１
１
３
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
対
策
室
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

（
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
）
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４
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住
民
健
診
ス
タ
ッ
フ
募
集

　塩
釜
医
師
会
で
は
、
住
民
健
診
会
場
で
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
勤
務
先

　塩
竈
市
、
多
賀
城
市
、
そ
の
他

近
隣
の
健
診
会
場

●
募
集
資
格

　看
護
師
（
正
・
准
看
護
師
免

許
）

●
仕
事
内
容

　看
護
師（
健
診
業
務
）

●
勤
務
期
間

　令
和
２
年
６
月
〜
７
月
ま
で

の
臨
時
雇
用

●
待
遇

　交
通
費
、昼
食
支
給
、白
衣
貸
与

●
募
集
人
数

　若
干
名

●
申
込
期
限

　４
月
17
日（
金
）

●
就
業
条
件

　面
談
の
上

●
履
歴
書
送
付
先

　〒
９
８
５‐

０
０
２
４

塩
竈
市
錦
町
７‐

10

　宮
城
県
塩
釜
医

師
会

　（
写
真
添
付
、
職
務
経
歴
を
記
載

の
う
え
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
塩
釜
医
師
会

ま
で七

ヶ
浜
汐
見
太
鼓
会
員
募
集

　年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。皆

さ
ん
で
楽
し
く
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
練
習
日
時

　毎
週
土
曜
日

　午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

●
練
習
場
所

　七
ヶ
浜
町
武
道
館

●
会
費

　年
１
，
０
０
０
円
。初
回
の
み
諸

経
費
と
し
て
１
，０
０
０
円
。

●
そ
の
他

　バ
チ
無
料
貸
出
あ
り
。
見
学
・

体
験
何
度
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
汐
見
太
鼓
会
長

　歌

川
ま
で

０
９
０
‐
２
９
７
５
‐
６
３
２
１

煎
茶
教
室
生
徒
募
集

　お
い
し
い
煎
茶
の
点
れ
方
を
学
び
、
日
常

生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

　毎
週
第
２
・
４
水
曜
日

　午
前

９
時
30
分
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　茶
室

●
費
用

　月
額
１
，０
０
０
円（
水
屋
料
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
煎
茶
教
室

　阿
部
ま

で

０
９
０
‐
５
２
３
３
‐
１
３
６
５
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357
７
４
３
６

終
活
（
相
続
な
ど
お
困
り
事
）

無
料
相
談
会
開
催

　個
別
相
談
会
の
た
め
、
事
前
予
約
願
い
ま

す
。ま
た
、当
日
受
付
可
能
で
す
。

●
と
き

　３
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

　３
時

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　セ
ミ
ナ
ー
室

●
費
用

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
司
法
書
士
法
人
杜

o
ffice

　橋
本
ま
で

762
５
５
２
０

令
和
２
年
度
七
ヶ
浜
町
会
計
年
度

任
用
職
員
募
集

　七
ヶ
浜
町
で
は
、
以
下
の
職
種
で
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は

　令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
の
ほ

と
ん
ど
が
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

（
週
38
時
間
45
分
）
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

員
（
週
38
時
間
45
分
未
満
）
に
区
分
さ
れ
、

給
料
ま
た
は
報
酬
は
、
そ
の
者
の
能
力
・

職
務
経
歴
年
数
・
最
終
学
歴
等
を
考
慮

し
決
定
し
ま
す
。ま
た
、
諸
手
当
と
し
て
、

通
勤
手
当（
通
勤
距
離
に
よ
る
）、
期
末
手

当
（
勤
務
形
態
・
勤
務
実
績
に
よ
る
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

・
職
種

　保
育
士

・
業
務
内
容

　保
育
所
保
育
士

・
募
集
人
員

　若
干
名

・
要
資
格
等

　保
育
士

・
勤
務
時
間

　週
38
時
間
45
分（
シ
フ
ト
制
）

・
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

　詳
細
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
総
務
課

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

357
７
４
４
４

海
遊
ほ
の
ぼ
の
農
園
利
用
者
募
集

　「
海
遊
ほ
の
ぼ
の
農

園
」（
家
庭
菜
園
用
の

畑
）
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

　阿
川
沼
の
ほ
と
り
に

あ
る
１
区
画
25
㎡
の
畑

を
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
に
し

て
、
自
分
の
作
り
た
い

野
菜
や
花
の
栽
培
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　く
わ
、ス
コ
ッ
プ
等
の
農
機
具
が
常
備
し
て

あ
り
、駐
車
場
及
び
お
手
洗
い
も
あ
り
ま
す
。

●
場
所

　菖
蒲
田
浜
字
大
谷
地
88-

１
他

●
区
画
面
積

　25
㎡

●
利
用
資
格

　町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
利
用
料
金

　５
，０
０
０
円（
年
間
）

●
利
用
期
間

　令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和

　３
年
３
月
31
日

●
申
込
受
付

　３
月
23
日（
月
）ま
で

　
＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

課
農
政
係
ま
で



令
和
２
年
度
自
衛
官
等
募
集

■
募
集
種
目
及
び
受
付
期
間

●
幹
部
候
補
生（
一
般
・
歯
科
・
薬
剤
科
）

　３
月
１
日（
日
）〜
５
月
１
日（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

　３
月
１
日（
日
）〜
５
月
15
日（
金
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬

入
隊
）

３
月
６
日（
金
）締
切
↓
試
験
日
14
日
、
15

日（
い
ず
れ
か
１
日
）

●
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

　１
月
６
日（
月
）〜
４
月
10
日（
金
）

※

応
募
資
格（
年
齢
）、
採
用
予
定
人
数
、
試
験

日
、
申
込
期
限
は
募
集
種
目
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※

仙
台
駅
東
口
案
内
所
（
桜
井
ビ
ル
４
Ｆ
駐

車
場
無
し
）
に
お
い
て
、
随
時
説
明
会
を

行
い
ま
す
の
で
、
仙
台
募
集
案
内
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊
宮
城
地
方
協

力
本
部
仙
台
募
集
案
内
所

　小
川
・
及
川

ま
で

284
５
０
０
１

284
５
０
１
８

284
５
０
１
８

ＮａＮａ５９３１成果発表会を開催！！

●とき　　３月２６日（木）午後７時～８時３０分
●ところ　七ヶ浜国際村ホール
●入場料　無料

お問い合わせは、国際村まで　☎357-5931

　七ヶ浜国際村のミュージカルグループＮａＮａ
５９３１による年度末恒例の成果発表会を開催し
ます。今年度は、８月の小学校芸術鑑賞会や１１月
のオリジナルミュージカル公演をはじめ、様々なイ
ベント・舞台への出演を通じ、表現力に一層磨きを
かけてきました。この１年間の集大成として、団員
それぞれが趣向を凝らしオリジナルのステージを
披露します。皆様この機会に是非ご覧ください☆

七ヶ浜国際村ミュージカルグループ
ＮａＮａ５９３１新規団員を募集します！！

●応募資格
①七ヶ浜町内にお住まいの小学生以上の方
②心身ともに健康で、毎週木曜日に七ヶ浜国際村で

のレッスンに通える方
●応募方法

七ヶ浜国際村に来館
又はご連絡（Ｅメール
可）ください。

●応募期間
　３月３０日（月）まで

お申し込み、お問い合わせは、
国際村まで　☎357-5931
mail:kokusai@shichigahama.com

　七ヶ浜国際村ミュージカルグループＮａＮａ
５９３１（ナナ・ゴーキューサンイチ）の新規団
員を募集します。ＮａＮａ５９３１は現在、小学
生～社会人までの計 37 名で活動しております。
プロのスタッフによる指導で歌唱・芝居・ダン
スの基本技術から学べ、ミュージカルを通じてた
くさんの仲間と出会えます。レッスンの見学も可
能ですので、まずはお気軽にお問い合わせくださ
い。

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｄａｙ Ｃａｍｐ 開催！

●と　き　　３月２８日（土）午前１０時～午後４時
●対象者　　令和２年４月現在で中学１～３年生及

び高校１年生の方
●定員　　　３０名程度
●参加費　　１，５００円（食事代、保険代）
●持ち物　　参加費、保険証のコピー、筆記用具
●内容　　　小・中学校でお配りしたチラシ又は国

際村に設置しているチラシをご覧くだ
さい。

●講師　　　外国人約６名
●申込方法　直接国際村でお申込みいただくか、各

小・中学校で配布した申込書に必要事
項を記入し、３月２３日（月）までに国
際村へお申し込みください。定員にな
り次第締め切ります。

●その他　　参加者全員を対象とした普通傷害保険
に加入します。

お申し込み、お問い合わせは、
国際村まで　☎357-5931

　七ヶ浜町グローバル人材育成プログラムの一環
として、中学生を対象としたイングリッシュデイ
キャンプを開催します。国際交流員のサンティ、
ティファニーと外国語指導助手のルシアナ、ナサ
ニエルが楽しいイベントを用意して、皆さまをお
待ちしております。

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　60
名

●
七
ヶ
浜
町
外
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　
　
　34
名

●
七
ヶ
浜
町
民
の
行
方
不
明
者
（
死
亡
届

提
出
者
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

 

２
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
、

七
ヶ
浜
町
外
の
方

　
　
　
　
　
　12
名

●
七
ヶ
浜
町
内
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
現

在
、身
元
不
明
の
方

　
　
　
　
　

 

２
名

●
東
日
本
大
震
災
関
連
で
亡
く
な
ら
れ

た
、七
ヶ
浜
町
民
の
方

　
　
　
　

 

３
名

計

　１
１
３
名

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、防
災
対
策
室
ま
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
情
報

（
令
和
２
年
２
月
１
日
現
在
）

357
７
４
３
７

364
３
３
０
１

住
民
健
診
ス
タ
ッ
フ
募
集

　塩
釜
医
師
会
で
は
、
住
民
健
診
会
場
で
お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
勤
務
先

　塩
竈
市
、
多
賀
城
市
、
そ
の
他

近
隣
の
健
診
会
場

●
募
集
資
格

　看
護
師
（
正
・
准
看
護
師
免

許
）

●
仕
事
内
容

　看
護
師（
健
診
業
務
）

●
勤
務
期
間

　令
和
２
年
６
月
〜
７
月
ま
で

の
臨
時
雇
用

●
待
遇

　交
通
費
、昼
食
支
給
、白
衣
貸
与

●
募
集
人
数

　若
干
名

●
申
込
期
限

　４
月
17
日（
金
）

●
就
業
条
件

　面
談
の
上

●
履
歴
書
送
付
先

　〒
９
８
５‐

０
０
２
４

塩
竈
市
錦
町
７‐

10

　宮
城
県
塩
釜
医

師
会

　（
写
真
添
付
、
職
務
経
歴
を
記
載

の
う
え
、送
付
し
て
く
だ
さ
い
）

　
＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
塩
釜
医
師
会

ま
で七

ヶ
浜
汐
見
太
鼓
会
員
募
集

　年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。皆

さ
ん
で
楽
し
く
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●
練
習
日
時

　毎
週
土
曜
日

　午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

●
練
習
場
所

　七
ヶ
浜
町
武
道
館

●
会
費

　年
１
，
０
０
０
円
。初
回
の
み
諸

経
費
と
し
て
１
，０
０
０
円
。

●
そ
の
他

　バ
チ
無
料
貸
出
あ
り
。
見
学
・

体
験
何
度
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
汐
見
太
鼓
会
長

　歌

川
ま
で

０
９
０
‐
２
９
７
５
‐
６
３
２
１

煎
茶
教
室
生
徒
募
集

　お
い
し
い
煎
茶
の
点
れ
方
を
学
び
、
日
常

生
活
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

　毎
週
第
２
・
４
水
曜
日

　午
前

９
時
30
分
〜
正
午

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　茶
室

●
費
用

　月
額
１
，０
０
０
円（
水
屋
料
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
煎
茶
教
室

　阿
部
ま

で

０
９
０
‐
５
２
３
３
‐
１
３
６
５
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357
７
４
３
６

終
活
（
相
続
な
ど
お
困
り
事
）

無
料
相
談
会
開
催

　個
別
相
談
会
の
た
め
、
事
前
予
約
願
い
ま

す
。ま
た
、当
日
受
付
可
能
で
す
。

●
と
き

　３
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

　３
時

●
と
こ
ろ

　中
央
公
民
館

　セ
ミ
ナ
ー
室

●
費
用

　無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
司
法
書
士
法
人
杜

o
ffice

　橋
本
ま
で

762
５
５
２
０

令
和
２
年
度
七
ヶ
浜
町
会
計
年
度

任
用
職
員
募
集

　七
ヶ
浜
町
で
は
、
以
下
の
職
種
で
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

※

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は

　令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
の
ほ

と
ん
ど
が
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

（
週
38
時
間
45
分
）
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職

員
（
週
38
時
間
45
分
未
満
）
に
区
分
さ
れ
、

給
料
ま
た
は
報
酬
は
、
そ
の
者
の
能
力
・

職
務
経
歴
年
数
・
最
終
学
歴
等
を
考
慮

し
決
定
し
ま
す
。ま
た
、
諸
手
当
と
し
て
、

通
勤
手
当（
通
勤
距
離
に
よ
る
）、
期
末
手

当
（
勤
務
形
態
・
勤
務
実
績
に
よ
る
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

●
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

・
職
種

　保
育
士

・
業
務
内
容

　保
育
所
保
育
士

・
募
集
人
員

　若
干
名

・
要
資
格
等

　保
育
士

・
勤
務
時
間

　週
38
時
間
45
分（
シ
フ
ト
制
）

・
勤
務
場
所

　遠
山
保
育
所

　詳
細
は
、
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
又
は
総
務
課

ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
ま
で

357
７
４
４
４

海
遊
ほ
の
ぼ
の
農
園
利
用
者
募
集

　「
海
遊
ほ
の
ぼ
の
農

園
」（
家
庭
菜
園
用
の

畑
）
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。

　阿
川
沼
の
ほ
と
り
に

あ
る
１
区
画
25
㎡
の
畑

を
マ
イ
フ
ァ
ー
ム
に
し

て
、
自
分
の
作
り
た
い

野
菜
や
花
の
栽
培
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　く
わ
、ス
コ
ッ
プ
等
の
農
機
具
が
常
備
し
て

あ
り
、駐
車
場
及
び
お
手
洗
い
も
あ
り
ま
す
。

●
場
所

　菖
蒲
田
浜
字
大
谷
地
88-

１
他

●
区
画
面
積

　25
㎡

●
利
用
資
格

　町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●
利
用
料
金

　５
，０
０
０
円（
年
間
）

●
利
用
期
間

　令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和

　３
年
３
月
31
日

●
申
込
受
付

　３
月
23
日（
月
）ま
で

　
＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業

課
農
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受付／午前9時～午後3時

塩竈市杉の入3-2-1

七ヶ浜町湊浜字入生田90-4

利府町利府字新屋田前22　イオン利府2F

塩竈市本町8-2

多賀城市町前3-1-17

利府町菅谷台3-7-1 

杉の入歯科医院

うじいえ歯科医院

あいざわ歯科クリニック

皆川歯科医院

はぎわら歯科医院

すがや台歯科医院

3/1

8

15

20

22

29

362-0182

357-1727

767-5650

366-2385

366-6400

767-6480

利用者

バス送迎
開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～正午

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食
◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

２月１日現在の人口（前月比） ※外国人含む

立花地区高台住宅団地入口
公園墓地蓮沼苑入口
東宮浜公民分館前
要害バス停
新仙台湾鈴木診療所前
遠山地区避難所前
向洋中学校入口
汐見台3丁目バス停
汐見台5丁目Ｔ字路前

9:29
9:31
9:34
9:36
9:41
9:44
9:46
9:48
9:51

9:24
9:29
9:32
9:37
9:42
9:45
9:48
9:51
9:55

汐見台南2丁目ロータリー
湊浜2丁目バス停
西原地区高台住宅団地入口
ＪＡ七ヶ浜農協前
笹山地区高台住宅団地入口
花渕浜割山
花渕バス停
吉田浜消防ポンプ車置き場前
吉田浜公民分館入り口前

水曜日・金曜日火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

※お問い合わせは、塩釜保健所まで　　363-5505

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。

新鮮な旬の食材を取り揃え、楽しいイベントと特設
コーナーを設置し開催いたします。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き　３月２９日（日）午前８時～正午
●ところ　花渕浜多目的広場

「七の市」を花渕浜多目的広場で開催します

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！

お問い合わせは、国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を受ける
際には、必ず母子健康手帳をご持参下さい。

※当日ご都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

老人福祉センター

世帯数　　     6,732（    2 ）    　転入   25

　男   　　     9,325（  -5）    　転出   44

　女   　　     9,369（-17）    　出生   11

　計    　　  18,694（-22）    　死亡   14

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

3/6
BCG

予防接種
母子健康
センター

14:00 ～
14:15

R1.8.24 ～ 10.6 生まれのお子さん。

10
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

11
1 歳児

健康相談
〃

9:15 ～
9:30

H31.1.1～2.28生まれのお子さん。

12
乳児

健康診査
〃

12:15 ～
12:30

R1.10.10 ～ 12.12 生まれのお子さん。

18
3 歳児

健康診査
〃

12:15 ～
12:30

H28.8.16～10.18生まれのお子さん。

24

母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

すこやか
健康相談

( マタニティ～キッズ )

〃
10:30 ～
11:30

母子健康手帳をお持ちください。

4/7
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

（注１）マイナンバーカードもしくは、通知カードや住民票（マイナン
　　　バー記載のもの）と顔写真つき公的証明書。
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お問い合わせは、国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

  国際村のサンティとティファニーが、子どもたちとふれあい、英語の歌を歌ったり、ダンスをしたりして、子ど

もたちの英語耳を育てます。予約制ではありませんので、気軽に遊びにきてね！

 ★国際交流員とあそぼう！ 英語で Dancing!★

●と　　き　3月 2日（月）、16 日（月）、4月 6日（月）　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　※毎月第 1,3 月曜日

●と こ ろ　子育て支援センター　　●参 加 費　　無　料

●内　　容　プロジェクターで映像を壁に映し、みんないっしょに Shark song,Hokey 　

　Pokey など有名な海外の歌やダンスをします。自由時間は、サンティとティファニーと思

　いっきり遊ぼう！　保護者の方も「お風呂に入りましょう」「ご飯を食べましょう」など

　の日常会話を気軽に聞いてみてください。

●対象年齢　０～３歳児を主な対象としますが、お兄ちゃん、お姉ちゃんの参加も大歓迎です !

ティファニー：世の中のグローバル化に伴って、アメリカ式日本語がＳＮＳで流行りつつあ

　　　　　ります。サンちゃん、聞いたことある？　

　 サンティ：ごめんなソーリー。ちょっとわかりません…。

　　　　　ただいホーム、疲れタイアドゥ。おやスリープなさい。

ティファニー： ちょっとアミニッツ！ 寝ないで寝ないで！ さすがサンちゃん、わかってま

　　　　　すねぇ！

　 サンティ：寝たらお腹が空いてきた！ イートだきます！

ティファニー： サンちゃん、ちょっとおだづなよだけど完璧じゃない！

　 サンティ： この造語は最近流行りだして、若者の間で使われはじめているよねぇ。

ティファニー： これからもどんどんジャパングリッシュが増えていくと思うな。

　　　　　言葉や文化は進化していくからね。

　 サンティ：そのうち米日共通言語になったりしてね。そうなったらすばらアメイジングだ

　　　　　ね。ありがサンクス！　だいじょうオケイ？　ほんトゥルーですか？　

ティファニー： サンちゃん、ちょっとうるシャラップ！

　 サンティ： この際だから、ティファニーと一緒に新しい言葉を作ってみようかね。

ティファニー： いいねぇ。それならせっかくなので、方言で作ってみましょう！

　　　　　行ってみレッツゴー！

　 サンティ：私は、ほでなフール（ほでなす）です。

ティファニー： おぉ～、なかなかいいんじゃない？　まぁ、そのとおりだと思うけどね。

　 サンティ：なんデイデューセイ！

ティファニー： サンちゃん、そんなに、ドントごしゃぐンリー（怒らないで）！

　　　　　　　ゆんべナイト（ゆんべな）、ご飯ごちそうしたでしょう！

　 サンティ：ゆんべナイトはなかなか使えそうだね！ やっぱり方言+英語は難しい！

ティファニー： サンちゃん、がんばラック！　それでは皆さん、んでバァイ！



受付／午前9時～午後3時

塩竈市杉の入3-2-1

七ヶ浜町湊浜字入生田90-4

利府町利府字新屋田前22　イオン利府2F

塩竈市本町8-2

多賀城市町前3-1-17

利府町菅谷台3-7-1 

杉の入歯科医院

うじいえ歯科医院

あいざわ歯科クリニック

皆川歯科医院

はぎわら歯科医院

すがや台歯科医院

3/1

8

15

20

22

29

362-0182

357-1727

767-5650

366-2385

366-6400

767-6480

利用者

バス送迎
開館時間　午前9時～午後4時　

入浴時間　午前10時～正午

　　　　　※土･日･祝日と休館日は入浴できません。

休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日休館）

持参する物　浴用タオル、昼食
◆バス時刻表(休館日を除く火～金に送迎を行います)

町の面積　　  13.19km2 (H26.10.1国土地理院より)

町木　 クロマツ　　　　 町花　 ハマギク

姉妹都市　アメリカ・マサチューセッツ州プリマス

友好の町　　　　　　　　　　 山形県朝日町

パートナーシティ　　　　　　 神奈川県鎌倉市

２月１日現在の人口（前月比） ※外国人含む

立花地区高台住宅団地入口
公園墓地蓮沼苑入口
東宮浜公民分館前
要害バス停
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汐見台南2丁目ロータリー
湊浜2丁目バス停
西原地区高台住宅団地入口
ＪＡ七ヶ浜農協前
笹山地区高台住宅団地入口
花渕浜割山
花渕バス停
吉田浜消防ポンプ車置き場前
吉田浜公民分館入り口前

水曜日・金曜日火曜日・木曜日

お問い合わせは、老人福祉センター「浜風」まで　☎357-4976

　住宅用火災警報器は、消防法で設
置が義務付けられています。
　実際に火災が起きた時に備え、設
置・点検をお願いします。

お問い合わせは、七ヶ浜消防署まで　☎357-4349

七ヶ浜消防署からのお知らせ

※お問い合わせは、塩釜保健所まで　　363-5505

　飼えなくなった犬や
猫の引き取りの相談を
塩釜保健所で行ってい
ます。相談については、
塩釜保健所までお問い
合わせください。

新鮮な旬の食材を取り揃え、楽しいイベントと特設
コーナーを設置し開催いたします。

お問い合わせは、七の市実行委員会まで  
☎ 070-5099-7337

●と　き　３月２９日（日）午前８時～正午
●ところ　花渕浜多目的広場

「七の市」を花渕浜多目的広場で開催します

美味しい七ヶ浜の味覚を
この機会に！

お問い合わせは、国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

※お子さんの健康診査・健康相談・予防接種を受ける
際には、必ず母子健康手帳をご持参下さい。

※当日ご都合の悪い方は、事前にご連絡ください。

老人福祉センター

世帯数　　     6,732（    2 ）    　転入   25

　男   　　     9,325（  -5）    　転出   44

　女   　　     9,369（-17）    　出生   11

　計    　　  18,694（-22）    　死亡   14

とき 行事名 ところ 受付時間 対象・内容

3/6
BCG

予防接種
母子健康
センター

14:00 ～
14:15

R1.8.24 ～ 10.6 生まれのお子さん。

10
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

11
1 歳児

健康相談
〃

9:15 ～
9:30

H31.1.1～2.28生まれのお子さん。

12
乳児

健康診査
〃

12:15 ～
12:30

R1.10.10 ～ 12.12 生まれのお子さん。

18
3 歳児

健康診査
〃

12:15 ～
12:30

H28.8.16～10.18生まれのお子さん。

24

母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

すこやか
健康相談

( マタニティ～キッズ )

〃
10:30 ～
11:30

母子健康手帳をお持ちください。

4/7
母子健康
手帳交付

〃
9:30 ～
10:30

妊娠届とマイナンバーが確認
できるもの（注１）をお持ち
ください。

（注１）マイナンバーカードもしくは、通知カードや住民票（マイナン
　　　バー記載のもの）と顔写真つき公的証明書。
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お問い合わせは、国際村まで　　☎357-5931　✉kokusai@shichigahama.com

  国際村のサンティとティファニーが、子どもたちとふれあい、英語の歌を歌ったり、ダンスをしたりして、子ど

もたちの英語耳を育てます。予約制ではありませんので、気軽に遊びにきてね！

 ★国際交流員とあそぼう！ 英語で Dancing!★

●と　　き　3月 2日（月）、16 日（月）、4月 6日（月）　午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　※毎月第 1,3 月曜日

●と こ ろ　子育て支援センター　　●参 加 費　　無　料

●内　　容　プロジェクターで映像を壁に映し、みんないっしょに Shark song,Hokey 　

　Pokey など有名な海外の歌やダンスをします。自由時間は、サンティとティファニーと思

　いっきり遊ぼう！　保護者の方も「お風呂に入りましょう」「ご飯を食べましょう」など

　の日常会話を気軽に聞いてみてください。

●対象年齢　０～３歳児を主な対象としますが、お兄ちゃん、お姉ちゃんの参加も大歓迎です !

ティファニー：世の中のグローバル化に伴って、アメリカ式日本語がＳＮＳで流行りつつあ

　　　　　ります。サンちゃん、聞いたことある？　

　 サンティ：ごめんなソーリー。ちょっとわかりません…。

　　　　　ただいホーム、疲れタイアドゥ。おやスリープなさい。

ティファニー： ちょっとアミニッツ！ 寝ないで寝ないで！ さすがサンちゃん、わかってま

　　　　　すねぇ！

　 サンティ：寝たらお腹が空いてきた！ イートだきます！

ティファニー： サンちゃん、ちょっとおだづなよだけど完璧じゃない！

　 サンティ： この造語は最近流行りだして、若者の間で使われはじめているよねぇ。

ティファニー： これからもどんどんジャパングリッシュが増えていくと思うな。

　　　　　言葉や文化は進化していくからね。

　 サンティ：そのうち米日共通言語になったりしてね。そうなったらすばらアメイジングだ

　　　　　ね。ありがサンクス！　だいじょうオケイ？　ほんトゥルーですか？　

ティファニー： サンちゃん、ちょっとうるシャラップ！

　 サンティ： この際だから、ティファニーと一緒に新しい言葉を作ってみようかね。

ティファニー： いいねぇ。それならせっかくなので、方言で作ってみましょう！

　　　　　行ってみレッツゴー！

　 サンティ：私は、ほでなフール（ほでなす）です。

ティファニー： おぉ～、なかなかいいんじゃない？　まぁ、そのとおりだと思うけどね。

　 サンティ：なんデイデューセイ！

ティファニー： サンちゃん、そんなに、ドントごしゃぐンリー（怒らないで）！

　　　　　　　ゆんべナイト（ゆんべな）、ご飯ごちそうしたでしょう！

　 サンティ：ゆんべナイトはなかなか使えそうだね！ やっぱり方言+英語は難しい！

ティファニー： サンちゃん、がんばラック！　それでは皆さん、んでバァイ！
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TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを
使用しています

　七ヶ浜町での聖火リレーを盛り上げるため
に国際村にて行われるミニセレブレーション
の開始時間や聖火ランナーの走行時間につい
ては下記予定のとおりとなります。当日は沿道
で聖火ランナーを応援し、聖火リレーを盛り上
げましょう。

※それぞれの時間について、聖火リレーの進行
状況により変更になる場合があります。

●ミニセレブレーション開始時間　午後４時２６分
●聖火ランナー出発時間　午後５時０７分
●聖火ランナー到着時間　午後５時４０分

６.２１（日）聖火リレー information６.２１（日）聖火リレー information

お問い合わせは、生涯学習課まで　☎357-3302　月曜休館

聖火リレーの開始時間等のお知らせ聖火リレーの開始時間等のお知らせ

　聖火リレーコース沿道で聖火ランナーを応
援していただくために応援グッズ（うちわ）を
無料で配布いたします。
　詳細は下記のとおりです。

●配布期間　４月１日（水）～３０日（木）
●配布時間　午前９時～午後５時
●配布場所　七ヶ浜町生涯学習センター（中央公

民館）
※うちわの枚数には限りがあります。１人につき１
枚です。なくなり次第、配布は終了いたします。

聖火ランナー応援グッズの無料配布聖火ランナー応援グッズの無料配布

　大木囲貝塚 ( だいぎがこいかいづか ) 遺跡
公園は縄文時代の大きなムラの跡に作られた
史跡公園です。公園内には江戸彼岸や山桜、霞
桜、大島桜など野生種の桜が２００本以上の
桜が植えられています。この桜の開花に合わ
せて、案内板の設置や桜解説パンフレットの
配布などを行う「大木囲貝塚桜紀行」を開催い
たします。特に貝塚の奥にある江戸彼岸の一
本桜「だいぎ桜」は必見です。貝塚内が桜で彩
られるこの機会をお見逃しなく！

●と　き　４月１日 ( 水 ) ～２６日 ( 日 )
●ところ　大木囲貝塚遺跡公園 ( 歴史資料館隣 )
※貝塚内は終日自由に見学できますが、夜間照明はあ
りません。
※例年４月上旬から見頃を迎えますが、各品種の開花
時期が異なりますので、事前に開花状況をお問い合
わせの上ご来園ください。

●と　き　４月１日 ( 水 ) ～１９日 ( 日 )
　　　　　午前９時～午後４時
●ところ　歴史資料館展示室　月曜休館
●入館料　無料

だいぎ桜をはじめ、貝塚内の野生種の桜や八重桜な
どを紹介する写真パネル展と押し花の作品展です。

貝塚の桜展貝塚の桜展

●と　き　　４月１１日 ( 土 )・１２日 ( 日 )
　　　　　　午前１０時３０分～正午
●募集人数　各回２０名
●参加料　　無料
●その他　　当日開始１０分前までに歴史資料館ロ

ビーに集合。申込不要。雨天中止。
※貝塚内を散策しますので、歩きやすい服装、靴でご
参加ください。

資料館職員が大木囲貝塚と野生種の桜の解説を
しながら、貝塚内を散策します。

貝塚と桜の見学会貝塚と桜の見学会

●と　き　４月１１日 ( 土 )
　　　　　午前９時３０分～午後２時３０分
●ところ　歴史資料館　研修室
●材料費　２００円　
●その他　申込不要。当日受付します。

滑石を削って桜の花びらをモチーフにしたスト
ラップを作ります。

縄文と桜のワークショップ縄文と桜のワークショップ

各種イベント、開花状況のお問い合わせは、歴史資料館まで　☎365-5567　月曜休館


